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１　呪いの言葉











「ひよりの笑い方って、ほんっと下品」

「……え？」

「羽田ひより、なんて可愛い名前なのに、ガッカリだわ」

「……」

　笑い方に名前なんて関係ないでしょ？　ひよりは喉元まで出かかった言葉を飲み込む。

　その言葉を放った彼は、何ごともなかったようにテレビを見ている。片手にポテトチップス。もう片方にはスマートフォン。そして視線はテレビ、時々スマートフォン。油で汚れた指でスマートフォンを操作する自分の方がよっぽど下品。そう思ったりもした。

「冗談でしょう？」

　その時はそう言って場を流した。しかしその後も、ひよりがテレビを見ながら笑ったり、会話中に笑ったりする度に下品だと繰り返された。

「ちょ、まじ萎えるから」

「女のくせに、大口開けて笑うなよなぁ。面白い番組もつまんなくなるわ」

「出かけた時に笑うなよ。一緒にいる俺まで恥ずかしいから」

　時と共に「笑い方が下品」という言葉は、呪いのようにひよりを縛った。それが当時大好きだった彼から言われた言葉なら、尚更だ。最初のうちは直そうと躍起になった。元来明るく、物事をはっきりと言う性格だったが、彼が「下品」と口にするたび、言葉と笑顔が少しずつ奪われていった。

「下品じゃない笑い方ってどうしたらいいの？」

　そう聞くと、「静かに黙って微笑むんだよ」とただただ面倒くさそうに言われた。それならば、と言われた通りに微笑むと、馬鹿にしてんの？　と、罵られた。

「まあ、おっぱいがでかいだけが取り柄だな。お前は」

　うまく笑えなくなったころ、そう言われた。その一言に何故か安心してしまった。自分でもまだいい所があるのだと。

　今思い出しても、自分は彼のどこが好きだったのだろうと疑問に思う。見た目が良くて、歯に衣着せぬ物言いで明るい彼は、皆の憧れだった。

　皆が憧れる彼に好きだよ、なんて言われて落ちない女性はいない。

　昔のひよりを含めて。どうしようもなく子供だった。

　大人になった今では、彼がいかにひどいことを口にしていたか理解出来る。

　しかしキスも何もかもが初めてだった当時のひよりには、それが分からなかった。甘くも辛いその経験は、未だにひよりを縛り付けている。

　自分は笑い方が下品で、大きい胸しか取り柄のない女だ。

　いつしか、笑うことを恐れ、自身の大きい胸を嫌悪するようになっていた。
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「ふふ、くふふふ」




　一人暮らしの部屋でクッションに思い切り顔を押し付ける。テレビからは、今年の春流行ったコメディ映画が流れていた。旬の俳優達と芸人達が作り上げ、今季最高傑作だと謳われている。画面の中では芸人達が、エリートサラリーマン役を演じている。普段は漫才やコントでひよりを笑わせてくれていたが、映画の中では至って真面目な役を演じていた。普段とのギャップが笑いを誘う。逆に、俳優達が女装したり、普段の彼らからは考えられないようなカツラを被ったりしている。全く真逆の設定に、笑いが止まらない。

　公開のＣＭが流れ始めた頃から、ずっと見たかった映画だ。ブルーレイとＤＶＤが発売されると聞いて、急いで予約をしたのも記憶に新しい。

　ひよりはお笑い番組が大好きだ。芸人達が体を張って笑いを取りに行くのは少し苦手だが、テレビで放送すれば必ず見てしまう。一番好きなのは年末に放送されるコント番組。普段司会をしている大物芸人も、この時ばかりは一芸人として、ひよりを笑わせてくれた。

　ニュース番組で流れていた試写会の映像では、皆が惜しげもなく大きな口を開けて楽しそうに笑っていた。期待が高まる反面、ひよりは映画館に行くのを諦めた。笑い方が下品な自分は、知らない人の前であんな風に声を上げて笑うことなど出来ないからだ。

「っ、ふふ、くく、」

　漫才もコントもコメディドラマも映画も大好きでたまらない。けれども、昔の彼氏から受けた呪いの言葉は、ひよりから笑うことを奪った。だからこうして、クッションに顔を押し付けて必死に笑い声を抑える。一人でいる時でさえ、こうしていないと笑えない。

「……っ、ふふ、」

　もこもこのビーズクッションは、今日も下品な笑いを吸い込んでくれた。

　そんなことをしていたら、映画は佳境に入った。見ているこちらが驚きに声を上げるほどの爆発で締めくくられた映画は、最後まで笑わせてくれた。

「っ、ふふ、ああー、面白かった」

　これを映画館で見られたらどれだけ楽しめたのだろう。ふと、そんなことを思う。呪いの言葉を放った彼とは、とっくの昔にお別れした。だからもう、誰も咎めるはずは無いのに。

　何度も、何度もそう思った。けれども、いざ映画館に足を運ぼうとすると、呪いの言葉が頭の中を駆け巡る。

「下品」

　言葉の意味を、国語辞典で調べたりもした。「相手に不快感を与えること」そんな説明を目にした時、ひよりの中で何かが崩れた。相手に不快感を与えるのであれば、笑わなければいいのだと。

「……はは」

　虚しさしかなかったが、笑い声を隠すようにビーズクッションに顔をうずめた。
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　支給された制服に袖を通す。肩周りが少しきつく、また太ったかな？　と二の腕肉を摘んだ。前とさほど変わっていないな。大丈夫。そう自分に言い聞かせながら、シャツのボタンを留める。

　すると上から三番目のボタンが留めにくい。もしや、と思って胸元を覗くと、ボタンとホールが互いに引っ張り合っていた。ひよりはその光景を見て大きなため息が出た。

（嘘でしょ？　また大きくなったの？）

　笑い声だけではない。ひよりの悩みはもう一つある。それは、体の割に胸が大きいことだ。「羨ましい！」とよく言われる。しかし、ひよりとしては本当に死活問題だ。まず、支給されたシャツのサイズが合わない。おそらく、胸に合わせると肩幅や袖丈が合わずだらしない格好になってしまう。

　しかし幸いなことに、上に羽織るベストが背中と腰の二段階で調節可能だった。そのため、胸元を少し緩くするときつくないうえに、はちきれそうなシャツのボタンもうまい具合に隠れてくれた。

（でも、この分だとそろそろサイズ変えなのかなぁ）

　同じく少し窮屈なベストを羽織る。そして、「医療事務　羽田ひより」と書かれた名札を首にぶら下げた。髪を整え、おかしな所がないかを鏡で確認したあと、もう一度大きくため息を零した。憂鬱な気持ちに傾きかけた時、ぽん、と肩を叩かれた。自分の世界に入り込んでいたひよりは、叩かれた方向に勢いよく振り返った。

「っ、有久ありひさ、さん！」

「ごめん。びっくりさせちゃった！　もう支度、終わる？　よければ一緒に行こう？」

「……っ、はい。もう終わります」

　今声をかけてきた有久は、同僚の看護師だ。ひよりより三つ年上の二十九歳。今年結婚予定らしく、幸せオーラが全身から溢れている。ダイエットに成功したと言っていた体は程よく引き締まり、彼女のスタイルの良さを引き立てていた。細い腰や手足に、ひよりはまたコンプレックスを刺激された。

「お待たせしました」

「こちらこそ急かしてごめんね。今日は入院が沢山あって忙しいかも」

「たしか、そうでしたね」

　ひよりは病棟勤務の医療事務だ。整形外科と耳鼻科の混合病棟であるため、入退院が多い。有久に言われた通り、今日の入院件数を思い出す。手術入院が四件。薬剤を使う治療入院が四件……考えるだけでゾッとしてしまう。そのうえ、緊急入院の多い病棟でもあるため、全くと言って先が読めない。

「気を引き締めて行かないとですね」

　ひよりはそう口にすると、決して笑わないようにと口を真一文字に結ぶ。女子更衣室の扉を開けると、それぞれの部署に向かう人で溢れていた。

　昨日思い出した過去のことが頭に残っているのか、どうも気持ちが落ちている。何度目かわからないため息をつくと、並んで歩いていた有久に声をかけられた。

「羽田ちゃんは、仕事の時本当に笑わないよね」

「そうです、か？」

　トラウマを面と向かって指摘されることは、すくなくない。仕事中笑わないと言っても、患者対応時にはいわゆる「お仕事スマイル」を心がけている。有久が言っている「笑わない」は、それ以外のことを指しているのだろう。

　休憩室でのことや、スタッフと話す時。ひよりはいつも口を真一文字に引き締めていた。

「昔、元彼に笑い方が下品って言われちゃって～」

　と、言ってしまえばいいのか。何度も考えたが、同僚にまでこの悲しみを背負わせたくなかった。特に、今目の前にいる有久は、思いやりのある優しい人だ。ひよりの悲しみに同調してきっと一緒に悲しんでくれるだろう。そう思うと、なおさら、心配をかけたくなかった。

　そんなことを思っていると、有久が隣でぶつぶつと呟いている。

「笑うと可愛いと思うんだけどな」

　ひよりが世辞に答えないでいると、有久は諦めたのか前を向いた。今日も頑張ろう、と笑顔で言われたが、「そうですね」と、無表情を貼り付けて返答するしかない。なんとも言えないような表情をした有久から、思わず目をそらす。

　沈黙が二人を包む。鉛のように重たい空気に、ひよりは俯くしかなかった。

「あ、貝原かいはら先生だ」

「っ！」

　気まずい沈黙を破ったのは有久だった。そして、有久の口にした名前に、ひよりはいち早く反応した。俯いていた顔をあげると、名を呼ばれて振り返った貝原と視線が合った。貝原は少し驚いた顔をしたが、すぐに柔らかく微笑んだ。優しげに細められた貝原の目に、ひよりは胸を高鳴らせた。

　呼び止められた貝原は、立ち止まり、有久が駆け出す。ひよりも有久に倣い、少し足を速めた。

「おはようございます。先生はもう出勤ですか？」

「おはよう。昨日残したことがあるから少し早めに来たんだ」

「そうなんですね。あ、そう言えば先生の患者さんがね……」

「そんなことが？　僕は知らなかったよ。教えてくれてありがとう」

　人付き合いのよい有久は、貝原に色々と話を振って盛り上がっていた。一スタッフにも丁寧な応対で、貝原の人の良さがにじみ出ている。ひよりは、有久と貝原の少し後ろで二人の会話を聞いていた。

　貝原一久かずひさは、ひよりの勤務する病棟の整形外科医だ。スポーツ外来を主としており、地元のサッカーチームや野球チームなど、スポーツ選手の怪我をメインに診察している。初めのころは、良く知ったスポーツ選手が入院し、舞い上がったものだが、今ではすっかり慣れてしまった。

　ひよりは高鳴る胸を隠しながら、貝原を盗み見る。忙しさに追われ仕方のないことかも知れないが、ひよりの周りには、身だしなみを気にしない医者が多く居た。けれども、貝原はそんなことを一切感じさせない。清潔感に溢れ、いつも穏やかな対応をしている。それは患者に対してだけでなく、看護師や医療事務、どの立場の者に対しても同じだ。中身がいいのはもちろんだか、見た目もとてもよい。整えられた黒髪に、少し垂れ目の優しい目、筋の通った鼻に、少し厚いセクシーな唇。見た目も中身も良いとなれば、もちろん人気も高かった。それに、スポーツ選手を相手にしている筈なのに、貝原の方がよっぽど肉体が出来上がっているのではないかと思えるほどだ。昔は医師といえば白衣が鉄板だったが、ここの所軽装であるスクラブを身に纏まとう医師が増えている。爽やかな貝原には、白衣ではなくスクラブがとても良く似合っている。

　見た目も中身も完璧。それがひよりの貝原への評価だった。

（でも……）

　ひよりは小さくため息をつく。

　噂だが、貝原には恋するお相手がいるらしい。前に看護師たちが、

「先生はお付き合いしている人はいるんですか？」

　と、果敢に挑んだらしい。その時、貝原は、

「付き合っている人はいないけど……」

　と、含みのある答えを返したらしい。

　その後、看護師たちが食い下がった結果、「笑顔のかわいい人」と、答えたらしい。

　全てが「らしい」なのは、あくまで噂だからだ。それプラス、噂であって欲しいというひよりの小さな願いが込められていた。

　何を隠そう、ひよりは貝原に淡い恋心を抱いていた。

　ひよりはもう一度ため息をつく。笑顔のかわいい人が好きならば、自分は論外だった。貝原の前で、一度も笑ったことがないからだ。

（片思い歴としては、就職して間もないころからだから、五年かなぁ……）

　その時のことを思い出して、ひよりの胸がまた、高鳴る。

（私も懲こりないよなぁ）

　誰からも人気のあった元彼に恋をした時と、全く同じだと呆れてしまう。噂を信じて諦めればいいのに、と自分でも嫌になってしまった。けれども、以前のように手を伸ばすことはない。そばで見ているだけでいい。そう言い聞かせ、視線を有久に動かした。

　背が高く、スタイルの良い有久が貝原の隣に並ぶと、とてもお似合いに見える。

　貝原が有久を見つめる瞳はとても優しい。有久と行動することが多いひよりは、こうして貝原と有久のやり取りを見ることが多い。そんな二人を見つめていると、分かってしまうことがある。

（憶測でしかないけれども……貝原先生は、有久さんのことが好きなのかな？）

　ひよりはそんな風に思っていた。

　けれども、有久は結婚が決まっている。つまり、貝原の恋は叶わない。

　貝原の苦しみを理解しつつも、どこかほっとしてしまった。

　そんな浅ましい思いを見抜かれたのだろうか。貝原が急に後ろを振り返った。

「羽田さん」

「っ、は、い」

　驚きを顔に出さなかった自分を褒めたい。ひよりは表情を出さずに返事をする。

「昨日貰った診断書、全部書き終わったから。後で持っていくね」

「……え、ぜん、ぶ？」

「うん。全部」

　入院保険や行政への申請には、診断書が必要なことが多い。整形外科は入退院が激しくその分診断書の枚数も膨大だ。催促しないと書いて貰えない場合がほとんどだったが、貝原は催促せずとも書いてくれていた。貝原はこうしてひよりが何か頼んでも、すぐに対応してくれる。本当に医者の鏡のような人物だ。しかし、昨日ひよりが渡した診断書の束は、今までにない枚数だったはずだ。

（それを全部？）

　ひよりはあんぐりと口を開けて驚いてしまった。笑わないようにしているが、流石に驚きは隠しようがない。

「……相当な……」

「うん。相当な数だったね」

「……全部」

「そう、全部」

「……なんだか、すみません」

　忙しいのに、と頭を下げる。すると、貝原は「ああ、違うんだ」と言って手を振った。

「困らせたかった訳じゃないんだけどなぁ」

「貝原先生、ハッキリ言わないと分かりませんよ」

　どこから出てきたのか、有久がひよりの肩に手を置いた。手の置かれた方に振り返ると、かわいらしい笑顔を浮かべた有久と目が合った。

（かわいい笑顔の人……）

　有久の笑顔は誰から見ても、かわいらしい。やはり、自分の考えに間違いはなさそうだ。ひよりは何度目か分からないため息をついて、口を真一文字に結んだ。

「いつもお早い対応、ありがとうございます」

　そのタイミングで、エレベーターが到着する。二人がいつまでも乗り込まないため、ひよりは堰を切ったように話しだした。

「わたし、ちょっとダイエット中なので、階段で行きますね！」

　二人の顔を見ずに、ひよりは階段の方向に向かって走り出した。

　階段で五階まで昇るのは正直に言うと、きつかった。もちろん、息も切れる。それでも、似合いの二人を見ていたくない一心で、階段を駆け上る。その勢いのまま、休憩室に飛び込んだ。走ったおかげか、まだ有久の姿はない。ひよりは胸を撫でおろす。そして、荒れた息を整えるために深呼吸を数回繰り返した。

「っよし！」

　呼吸も気持ちも落ち着いた。そのタイミングで休憩室のドアを開ける。すると、有久と丁度出くわしてしまった。

「あ、羽田さ……」

「あ、私、先に行きます！」

　気にかけてくれていた有久を振り切り、ひよりはスタッフステーションの中に駆け込んだ。せっかく整えた息がまた荒くなってしまった。不自然な態度だと分かっていたけれど、これ以外どうしようもないのが現実だ。深呼吸を繰り返し、呼吸を落ち着かせる。ここからはもう、仕事場だ。仕事となれば、私情を持ち込んではいけない。パソコンの前に座って、小さく息を吐く。

「よし」

　気合いを入れなおしていると、紙の束が目の前に置かれた。

「はい。先ほど言った診断書」

「……せん、せい」

「問題ないと思うけど、何かあったら教えて」

　そう言って貝原はその場を去っていく。ぱらぱらと紙の束を捲めくると、まっすぐにそろった貝原の字が目に飛び込んできた。

　まるで、パソコンで打ったかのような、まっすぐで美しい字だった。こんな所まで完璧なのかと、ひよりはまた胸を高鳴らせた。落ち着いたはずの気持ちが、また揺れ動く。

（見ているだけなんだから）

　自分にそう言い聞かせて、ひよりは頭を切り替える。ゆっくりと視線を下ろし、落ち着いた心で貝原から渡された書類の束と向き合う。紙の束の一番上には、製薬会社から送られた、薬剤名の入った付箋が貼られていた。

『羽田さんへ。確認よろしくお願いします』

　丁寧な字で自分の名前が書いてあった。叶わない恋だと分かっていながらも、そのメモをそっと取り外して小さく折りたたむ。そして絶対になくならないようにと、自分の名札ケースの中にしまった。このくらい、いいよね。と自分に言い聞かせながら。

　恋い慕う気持ちにそっと蓋をする。

（私は、下品なんだもの）

　呪いの言葉は、未だにひよりを縛り続けていた。










２　繋がりは突然に











「これで、よし」

　何枚も重なった封筒を机の上で揃える。週末に退院する患者の請求書だ。今週もすごい数だな、と思いながら、ひよりは封筒を輪ゴムでひとまとめにする。そして、引き出しから付箋を取り出す。雑貨屋で見つけた、猫がプリントされた付箋だ。

「週末退院患者様の請求書、ですっ……と」

　対応する看護師のためにそう書き込み、封筒の束の一番上に貼り付けた。

　仕事の目処がつき、ひよりはぐっと腕を伸ばした。一日パソコンに向かっていた体は、あちこちが凝り固まっている。肩をぐりぐりと押すと、痛みすら感じてしまう。早く帰って、ゆっくり湯船につかろう。そう思って自席から立ち上がる。そしてデスク周りにゴミが落ちていないか確認し、机の上をもう一度確認する。

「よし、オッケー！」

　今週も残務なく仕事を終えられたことに満足する。他スタッフは未だに忙しそうにしている。少し申し訳なさを感じるが、ここでひよりが残っても出来ることはない。

「すみません。お先に失礼させていただきます」

「はい！　お疲れ様でしたー！」

　頭を下げてひよりは病棟を後にする。

（明日、明後日の週末は特に何もないから、またＤＶＤでも見て過ごそうかな）

　そうと決まればレンタルショップに寄って帰ろう。ひよりは浮かれ気分で廊下を歩いていた。

　すると、前から手術を終えたばかりであろう貝原が歩いてくる。見慣れない術衣とサージカルキャップを身にまとっていたため、一瞬誰だか分からなかった。首筋には汗が流れ、術衣の襟ぐりを濡らしていた。流れる汗と、手術後の疲労感を滲ませた瞳。荒い息遣い。それらがあいまり、壮絶な色気を放っていた。

　貝原の色気に当てられたひよりは思わず身を固くする。笑わないように引き締めていた口元に更に力を込めた。そうでもしないと、うっとりとした目で貝原を見つめてしまいそうだったからだ。

（なんて目に毒なの！）

　そう思って、少し足を速め、横を通り過ぎようとした。顔を背け、見ていませんというアピールも忘れない。

「羽田さん。お疲れ様」

「っ、お、疲れ様でし、た」

　まさか声をかけられるなんて。通り過ぎる気でいたひよりは、思わず後ずさってしまった。そんなひよりを、貝原はじっと見つめていた。

「どうしたの？」

「ど、どうしたのって」

　目の前で見せつけるように、貝原がキャップを外した。汗で濡れた髪がさらさらと流れ落ちて、全身からにじみ出る色気に拍車をかけた。

「なんだか逃げられているような気がして」

「に、にげ！」

　間違っていない！　とひよりは更に後ずさる。すると、開いた分だけ貝原が距離を詰めてくる。今までなかった行動に、ひよりの頭の中はパニックになっていた。

「どどどどどうして！」

「う～ん」

　貝原は顎に手を当てわざとらしく考える素振りを見せる。目の前にいるのは、本当に貝原だろうか。もしかしたらそっくりさんなのではないか。穏やかで誰にでも優しい貝原。しかし今は、いつもと違う。何が違うかと聞かれて説明は出来ないが、何かが違っていた。ひよりはそんな疑問を抱きつつ、目を細めて、貝原（かもしれない）男をじっと見つめた。

「俺、結構アピールしてきたつもりなんだけどな」

「……俺って言った」

　いつでも丁寧な貝原は、一人称は「僕」だった。大人の男の人にしては珍しいな、と思っていたためよく覚えている。穏やかな話し方と態度に、ひよりは少なからず癒やしを感じていた。そのため、「俺」という物言いに、驚きを隠せなかった。

「気になるの、そこ？」

「……そこ、です」

　ぼんやりとした思考のまま答えると、貝原は一瞬きょとんとした表情を見せた後、げらげらと大きな声で笑い始めた。

「あはははっ」

「……笑って、る」

　穏やかで優しくて、紳士で、真面目な貝原のイメージががらがらと音を立てて崩れていく。

　朗らかに笑い、優しく接してくれた貝原はどこへ行ったのだろう。ひよりの中ではげらげらと笑う貝原を全く想像していなかった。そのため、未だ笑いの止まらない貝原をただ呆然と見つめるしかない。

「ああ、おかしい」

「……」

　涙を目に浮かべた貝原の笑いが止まった。怪しさ満点の貝原から逃げたくても、残念なことに、階段もエレベーターも貝原の向こう側だ。

　どうしようかと、しどろもどろになっていると、貝原がまた距離を詰めてきた。

「ちちちちち、近い！」

「うん。近いね」

「ははははは、離れて！」

「あはは。やだ」

　やだ!?　まさか、今いやだと言ったのだろうか？　貝原の行動についていけずにいると、段々と壁際に追い込まれていく。

「や、やや、やだって」

「だって、羽田さん、全然気づいてくれないから」

「き、気づくって何に……？」

　本気で言っているの？　と、貝原が目を細めた。本気も何も、ひよりには全く身に覚えがなかった。自分の身を守るように、ひよりは両手で胸元のベストを握る。そろりと上を見上げると、じっと自分を見つめる貝原と視線がかち合った。

「まじか」

　大きなため息が頭上で聞こえた。ぶつぶつと何かを呟いているが、何を言っているか全く聞こえない。ひよりはその隙を見て貝原の脇の下をすり抜けた。

「お疲れ様でした！」

　小柄な体型を活かして、迫り来る貝原から逃げ出す。階段を下りてしまえば追いかけてこないはずだと、猛ダッシュする。人通りの少ない階段を駆け下りていくうちに、冷静さを取り戻していく。女子更衣室にたどり着く前に、足は勢いをなくしていた。

（私、何をしているんだろう）

　乱れた息を整えるために、大きく深呼吸をする。すると、のぼせきった頭はすっかり冷静になっていた。

「きっとからかわれたんだ」

　あんな熱のこもった目で見つめられるなんて。壁際に追い込まれて、じっと見つめられた。貝原の目には見たこともないような熱が宿っていたように見えた。熱いまなざしを思い出して、冷静になっていたはずの頭が、また沸騰したようになる。

「だめ！　期待しない！」

　頭を左右に振って、邪な考えを追い出す。今日は繰り返し見ているお笑いＤＶＤを見て、たくさん笑って、この衝撃を忘れよう。何なら複合書店に行って、新しいＤＶＤがないか物色しよう。そう思って、止まっていた歩みを再開した。




「逃がさないよ」




　さっき、そんな言葉が聞こえた気がしたけど、空耳だ。ひよりは必死に自分にそう言い聞かせた。
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　週末の複合書店は人で溢れていた。しかし、人が溢れているのはレンタルコーナーや書店部分の所で、ひよりの目当てのものがある所にはほとんど人が居なかった。

「さて、新作はあるかな」

　この複合書店には、マイナーなお笑い芸人のＤＶＤが置いてある。しかも、都心の劇場でしか売られていない限定ＤＶＤまで置いてあるときがあるため、定期的なチェックが必要だった。端から順に見ていくが、頭に入っていかない。

　何かしようとするたびに、先程の貝原の顔がチラついた。

（あんな顔、今まで見たことないもの）

　期待しないと決めたばかりなのに、すぐに貝原のことを考えてしまった。もしかして、なんては考えが浮かんでは消えていく。

　貝原は有久に恋をしている。それが全てであって、自分に……など考えるのもおこがましい。

　恐らく、有久と仲の良い自分に近づいて、何か情報を得ようとしているのだろう。

（だとしても、有久さんは結婚するんだし、協力なんてしないから！）

　悲しい考えに辿り着いて、ひよりはそのように決意する。結婚する同僚と恋する人の架け橋なんてとてもできない。けれども、もしそれで貝原が幸せになるのなら……と、色々な考えが浮かんでは消えていく。

　いつもなら夢中になってしまうお笑いＤＶＤを前にしても、考えるのは貝原のことばかり。見たことのないＤＶＤが並んでいるが手に取るまでに至らなかった。

（だめだ。帰ろう）

　早々に諦めて、ひよりは帰路につこうとした。いつもなら真っ直ぐに帰るはずだったが、今日は熱に浮かされていた。

　普段なら絶対近寄らない、恋愛映画コーナーに視線を奪われた。人が混み合うその場所は、いつだってひよりにとって縁のない所だった。そろりと近寄り、おずおずと手を伸ばす。一番手前にあったパッケージには、『日本映画史上最高のハピエン！』と書かれていた。

「ハピエン、かぁ」

　自分には程遠い言葉。

　けれども、映画の中だけならハッピーエンドになれるのでは？　と、淡い期待を抱いてしまう。ひよりは周りを見渡して、知り合いが居ないのを確認する。そして、ハッピーエンドを胸に、背中を丸めてレンタルカウンターへと向かった。
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　月曜日。週初めはいつだって憂うつだったが、今日は特に酷かった。通りすがりの人がぎょっとした顔をしてこちらを見ていたが、理由は良く分かっていた。

「羽田さん、おは……よ……」

　女子更衣室を出た所で肩を叩かれた。声ですぐ、有久だと分かる。あまり顔を合わせたくないなと思いつつも、ひよりはゆっくり振り返る。

「おはようございます……」

　振り返ったひよりの顔を見て、有久は固まってしまった。それもそうだろう。今、自分の顔がいかに酷いか理解しているからだ。

「どうしたの……？　瞼がめっちゃ腫れてる」

「すみません……」

「泣いたの？　何か、嫌なことあったの？」

　心配する有坂に、ひよりはもう一度謝罪する。瞼が腫れているのは、泣いたから。しかし泣いた理由は、自分でも情けないようなものだった。

「いえ、嫌なことではなくて」

「じゃ、どうしたの？　大丈夫なの？」

　ああ、有久さんは本当に優しいな。ひよりはしみじみそう思った。

「実は、映画を見て」

「…………映画」

「……はい」

　たっぷり間があった。ひよりは居た堪れなくなり、俯いてしまう。

「ちなみに、どんな映画？」

「……聞いちゃいます？」

「聞く聞く」

「……日本映画史上最高のハピエン。片思いからの溺愛っていうベタなキャッチコピーなんですけど」

「ああ、あの典型的なすれ違いからの両思いみたいなベタな……」

「かと思いますでしょう!?」

　ひよりは有久に食いつく。レンタルした時には、ひよりも同じことを思っていた。けれども、ベタな内容を軸にしていたが、中身はとんでもなく泣ける映画だった。えげつないすれ違い、驚くほど強かなライバル達、揺らぐ気持ちを見事に演じ切る俳優達。お笑いの世界しか知らなかったひよりにとって、衝撃的な映画だった。

　いつも顔に押し付けるビーズクッションをこれでもかと抱きしめて鑑賞した一度目。呆然としてしまい、涙すら出てこなかった二度目。三度目からは、涙で画面が見えなくなった。四度目、五度目……と、同じ映画を観てひよりの週末は終わった。

　しかも、何度目か分からない鑑賞で、ヒロインを自分に。ヒーローを貝原に重ねてしまったのが不味かった。完全に感情移入してしまい、一番泣いてしまったのが昨晩だった。

「恋愛映画なんて……って正直今まで、馬鹿にしていました」

「……ほほう」

　内容を思い出すだけで涙が浮かんでくる。そんなひよりを横に、有久はにやりと笑っている。

「羽田さん、恋愛映画なんて観るんだね」

「……いえ、全然。観る気もなかったんですが」

「ふうん。何で観ようと思ったの？」

「……何でって……」

　何でだろう？　と、ひよりは首を傾げる。映画の内容に囚われてしまっていたが、何故自分は恋愛ものを見ようと思ったのだろうか。ゆっくりと記憶を手繰り寄せる。泣きに泣いた週末を通り過ぎ、金曜日の出来事を思い浮かべる。




　――逃がさないよ




　甘くて、低い、男の声が頭の中で再生される。




「……っ！」

　ぼんっと一瞬にして顔に熱が集まった。そして同時に映画の内容も思い出してしまい、涙も浮かんでくる。

「ご、ごめんなさい。何だか色々思い出しちゃって」

「色々。ふぅ～ん？」

　有久の笑みが濃くなる。目を細めて見つめてくる。しかし、等のひよりは「あの、その」と、返すのに精一杯だった。

「おはようございます」

　背後から聞こえた声に、びくりと体を震わせる。声の主など、振り向かなくても分かってしまう。

「あっ、貝原先生！」

　有久の挨拶も頭に入らない。ひよりの頭の中を金曜日の出来事が駆け巡る。屈託なく笑う表情の中に、意地悪げに細められた目。初めて見た貝原を思い出してしまった。

「二人は仲がいいんだね」

「そうなんです。羽田さん、仕事も出来るし、頼りにしちゃってます」

「そうだね。羽田さん、勤勉だし、頑張ってくれているね……」

　有久と話す貝原は、よく知っている穏やかな貝原だった。しかも、自分のことを褒めてくれている。ひよりは信じられない気持ちでいっぱいだった。けれども、先日、壁際に追い詰められた時の貝原の顔が忘れられない。

（無理だ）

　情報量が多くてパンクしてしまう。自分のキャパシティを超えそうになったひよりは、逃げることを選択した

「お、お、お先、です！」

　無表情を取り繕うのも忘れて、その場から去る。背後の２人がどんな顔をしていたかなど、考える余裕もない。泣き顔を見られたくないのはもちろん、あんなことをされて貝原に合わせる顔など、ひよりは持ち合わせていなかった。

　それからのひよりは、貝原を避けて過ごした。事務処理は全てメモで依頼。元来忙しい貝原を避けることは難しくなかった。救急患者だ、手術だ、なんだかんだと貝原の方が忙しく過ごしていたからだ。

　そんなふうに徹底的に貝原を避けて過ごした一週間が終わる。

（何だか気疲れした一週間だったな……）

　事務椅子の背もたれに体を預けて、小さく息を吐いた。机の上のばらばらになっている週末退院患者の請求書を整えれば、本日の業務は終了だ。体を起こして、抜けがないかを確認する。全員分問題ないことを確認して、いつも通り付箋を貼り付けた。

「よし。帰ろう」

　周りのスタッフに挨拶をして、ひよりは病棟を後にする。一週間前に貝原に会ってしまった場所を足早に通りすぎ、ほっと胸を撫でおろした。それと同時に、少しだけ寂しさを覚えたが、それは自分勝手な感情だと、言い聞かせた。

（先週借りたＤＶＤも返しに行かないと）

　今度こそは新作のお笑いＤＶＤを確認するのだ！　そう誓って更衣室のロッカーを開けた。
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　今日こそは新規お笑いの開拓を、と意気込んでいたはずなのに、ひよりはまた複合書店の人ごみの中にいた。目の前のラックには、たくさんの恋愛映画、ドラマが並んでいる。先週観た、日本映画史上最大のハピエン映画の横に、日本映画史上最高の愛の物語と書かれたポップを発見してしまったからだ。

　パッケージの裏には、記憶をなくしたヒーローが愛してやまない彼女の存在を思い出すまでのストーリーが書かれていた。キャッチコピーの「真実の愛は、いつも僕の中に」に、ひよりは酷く惹かれていた。

（んなの見て、どうするの？）

　と、冷めた自分が自問自答してくる。お笑いにしか興味がなかった自分が、少しずつ変わってきているのを、自覚していた。しかも、映画の中のヒーローとヒロインを自分に置き換えても居る。はたから見たら気持ちが悪いことをしているのも自覚していた。

　けれども、この胸の高鳴りと恋い慕う気持ちをどうしたら良いのか分からなかった。

（でもこれは、面白そうだし。私が見たいものを見ればいいのよね）

　そう必死に言い訳し、ひよりはパッケージの中にあったＤＶＤを手に取った。心の中で言い訳を重ねて、レジに向かおうとした時だった。肩かけのバッグの中のスマートフォンが震えている。すぐに電話だと理解した。慌ててバッグの中に手を突っ込み、スマートフォンを取り出した。知らない電話番号だったため、ひよりは訝しむ。鳴りやむ様子がないため、恐る恐る通話ボタンをタップした。

「も、もしもし？」

「あ、やっと出た」

　スピーカー越しに聞こえる声には覚えがあった。ひよりは思わずスマートフォンを耳から遠ざけた。

「え、あ、ええ？　かかか、貝、はら先生？」

「あれ、声が遠い。おーい、羽田さん？」

「は、はい！　なな、何でしょう」

　一際声が大きくなってしまった。周りの目が一斉にひよりに向く。何故貝原が電話をしてくるのだろう。いっぱいいっぱいだった頭の中に、処理しきれない情報がまた詰め込まれた。周りを気にする余裕もなく慌てていると、落ち着かせるように穏やかな声が鼓膜に響いてきた。

「ごめん、仕事のことなんだ」

　なんだ。ひよりはほっと息を吐いた。

「あ、はい。すみません。何でしょうか」

　仕事の事ならばと、姿勢を正す。

「週末の退院患者の会計ってもう出てる？」

　会計？　こんな話題初めてだ。聞かれたことに対して素直に、はいと答えた。

「さっきさ、退院薬出しちゃったんだけど大丈夫？」

「……退院薬ですか？」

　ひよりは首を傾げる。電話でわざわざ聞くことだろうかと首を傾げた。

「うん。そう」

「えっと……追加ですか？　それとも新規ですか？」

「追加だよ」

「それならば、大丈夫です。次回再診の予約が入っていますよね？」

「うん。来週に予定を入れてる」

「では、その時に一緒に会計してもらうようにするので、明日はお薬を貰って帰るようにしてください」

　分かった。と返ってきたのを確認して、ひよりは電話を切ろうとした。こんなこと、しょっちゅうあるだろうにと思いながら。今更どうしたのだろうと疑問を抱きながら通話終了ボタンをタップしようとした時だった。スピーカーの向こうから「待って」と聞こえる。

「ねえ、もしかして、今ＴＵＳＨＩＹＡ書店に居る？」

「……へ？」

　近くに貝原が？と、きょろきょろと周りを見渡す。しかし、人ごみの中に貝原の姿はない。別の人と勘違いしているのだろう。そう思って、思ったことをそのまま口にした。

「中じゃないよ。外」

「そと？」

「窓、見て」

「窓？」

　ぐるりと振り返ると、窓の向こう側に貝原が居る。にこにこと笑い、手を振っている。驚きのあまり、持っていたスマートフォンが滑り落ちる。危ない、とキャッチすると同時に、スピーカーから笑い声が聞こえてきた。

「はは。すごいガサガサ聞こえる」

「す、すみ、ま……」

　もう一度スマートフォンを耳に当てる。電話してごめん。緊急連絡網を見せてもらった。などと言っているが、ひよりは状況を一つも理解できずにいた。何故貝原がここにいるのか。仕事の話は終わったはずなのに、なぜまだ話を続けているのか。

　どうして、こちらを見て笑っているのか。考えても答えは出なかった。

「じゃ、それでいいかな？」

「は、はい？」

　自分の世界に入り込んでいたせいで、何一つ聞いていなかった。もう一度、とお願いするよりも先に、貝原が「出ておいで」とひよりに告げた。

「はい？」

「ん？　夕飯を食べに行こうって誘ったんだよ」

「は……？」

　夕飯を？　食べに行こう？　誰と？　誰が？　思ったこと全てが口に出ていたのか、ひよりの一問一答に、貝原は答えてくれた。

「俺と、羽田さんが二人で、夕飯を食べに行く」

「俺って言った……」

　気になる所はやっぱりそこなんだ。窓の向こう側で、貝原が笑っている。ひよりはその様子をじっと見つめることしか出来なかった。先週の出来事が頭の中で再生される。

　――逃がさないよ

「ほら。もう逃げられないよ。出ておいで」

　記憶の中の声と、耳元の声が重なった。貝原が窓越しにひよりをじっと見つめてくる。強い意志を持った視線に、逃げられないことを悟った。ひよりは、絞り出すように小さく呟く。

「は、い」

　ぼんやりした頭でも、レンタルしたＤＶＤを返却していた。そして、ふらふらした足取りで出口に向かうと、貝原が待っていたように手を挙げた。逃げられないと分かっていたが、貝原の姿を認めてしまうと、足が止まってしまう。胸元で拳を握りしめ、唇を噛みしめた。

　貝原は、もちろん私服だった。病院でスクラブ姿しか見たこと無かったが、スタイルの良さを引き立たせる黒スキニーパンツに、モスグリーンのローゲージニット。裾から少し見える白いＴシャツが、貝原の爽やかさを引き立てていた。羽織るチェスターコートは、貝原のために仕立てられているのかと思う程、ぴったり似合っていた。比べて自分は、通勤に便利だという単純な理由から、被りのスウェットワンピースだった。横に並ぶのも躊躇してしまう自分の格好に、止まってしまった足は動くことを拒否していた。

　どうして自分はこの人に恋をしてしまったのだろう。そう思わずにいられなかった。人気者で、皆があこがれる存在に。笑うことは忘れてしまったはずなのに、恋を忘れることは出来なかった。

　ほんのり淡い恋心は、今はもうすっかり色づき、隠しきれなくなってしまった。

（だって、あんな風に笑うなんて思いもしなかった……）

　見たこともないような無邪気な笑顔。そして、普段の穏やかな態度からは考えられない、強引さ。知れば知るほど、心が貝原で埋め尽くされていく。

（馬鹿みたい。貝原先生は有久さんのことが好きなのに）

　それなのに、諦めきれない自分の想いに苛まれる。

　どうしても前に進めずにいた時だった。

　ぐい、と強い力で腕が引っ張られた。

「っ！」

「どうした？」

「……は？」

　縫いつけられたように動かなかった足が、引っ張られたせいか前に進んでいく。見上げると、近くに貝原の顔があった。

「……っ、ちか！」

「急に止まるから。なんかあったのかと」

　足が痛い？　どこか具合が悪い？　と、心配する貝原に、ひよりはむず痒さを覚える。違うと主張するように首を横に振る。すると、貝原が明らかにほっとしたような表情を見せた。

　貝原の優しさに、意図せず口元も目元も緩まる。

（私、嬉しいんだ）

　久しく忘れていた感情に、ひよりはつい気を緩めてしまった。

「……っ、わら……」

　貝原が目を見開く。視線がかち合う。

「……わら？」

　何の事かと、首を傾げる。急に出てきた貝原の言葉が、ひよりには理解できなかった。すると、目の前の貝原が慌てたように首を振った。

「……見間違いか？」

「見間違い？」

「いや、いい。具合が悪くないなら行こう」

　掴まれていた腕が離れていく。自分勝手ながら、物悲しさを覚えてしまった。

「行くって……本気なんですか？」

「本気じゃなきゃここまで来ないよ」

　きっぱりそう言い切られた。ひよりは、きゅっと口元を引き締めた。顔をあげると、柔らかく笑う貝原と視線が重なる。

「行こう」

「……は、い」

　今度こそ逃げることを諦めた。胸元でぎゅっと手を握り、決意したように、先ゆく貝原の背中を追った。










３　夕食デート？ からの逃亡











「何か食べたいものある？」

　そう車の中で聞かれ、ひよりは首を横に振った。何でもいい、と言うのは気が引けたが、何も考えられなかった。

「そう？　そうしたら、近くにいい所があるんだ」

　嫌いなものはないよね？　そう言われ、緩やかに車が発進された。車内のＢＧＭはよく知る男性四人組バンドの曲だった。しっとりとしたバラードが流れて、居心地の悪さを覚えた。

　乗せられた車は、見慣れたハイブリット車だった。海外メーカーの車種に乗っていそう。なんて思っていたひよりの考えは打ち砕かれた。きょろきょろと周りを見渡していると、隣から小さな笑い声が聞こえた。

「思ってること全部顔に出てる」

「えっ」

「友人がこの会社のディーラーでね。押し切られたのと、あまり手をかける時間もないから。一般的に流通している車のほうが手軽だろ？　面倒くさいっていうのもあるけど」

「あ……不躾で、すみま、せん」

　いいよ。と貝原がくすくすと笑っている。また貝原の新たな一面を知ってしまった。何事もきっちりこなすイメージがあったが、面倒に思うなんて意外だった。貝原の知らない一面を知るたびに、恋心はさらに色濃くなる。もう後には戻れないな、と思いつつも、この気持ちにどうやって蓋をしようか、とも考えが浮かび、消えていく。

　週末の道路は少し渋滞していた。少し走っては止まり、を繰り返していくうちに、張りつめていた気持ちが緩んでいく。

　少し気を抜いたのが悪かったのだろう。ひよりの腹が、盛大に主張をしてしまった。

「っ！」

　ぐうう、と空腹を主張した腹を、慌てて押さえる。

（まさか、今、こんな時に！）

　ひよりは恥ずかしさから、腹を押さえたままうずくまる。顔に熱が集まり、真っ赤であろうとすぐに想像できた。

「っ、くく、」

　隣からくぐもった笑い声が聞こえてきた。隠しているつもりなのかもしれないが、ちっとも隠れていない。

「笑うなら堂々と笑ってください！」

　気恥ずかしさと情けなさでいっぱいになっていたひよりは、顔をあげ、声を荒らげてしまう。

「いや、でも、悪いから」

「隠されるほうがよっぽど悪いです……！」

「ごめん、もう笑わないから……ほら、もう着いたよ。訴えているお腹を満たしてあげないと」

　全然謝ってない！　そう主張すると、前髪をくしゃりと乱された。

「っ！」

「はいはい。怒らない。俺が悪かったから」

「なっ！」

　まるで子供をあやすようだ。完全にからかわれている。ひよりは言い返そうとしたが、やんわりと流されてしまい、何も言えなくなった。言いようのない気持ちを抱えていると、いつの間にか車が停車していた。貝原が運転席を降りたため、慌てて助手席のドアを開ける。

「慌てなくていいよ」

　貝原が降り口に立って、くすくすと笑っている。ご丁寧に手を差し出していたが、ひよりはわざとその手を無視して、車を降りる。ちょっとした意趣返しのつもりで、つん、と顔を背けた。このくらいしてやらないと、と笑われた恨みをここで晴らす。しかし、視界の端に、唖然とした貝原の姿が見えた。その瞬間、膨れ上がった怒りが風船の空気が抜けるようにしぼんでいく。

　嫌われた？　どうしよう。そう思っていると、背後からまた笑い声が聞こえた。

「っ、また！」

「ごめん！　でも今のは、羽田さんが悪いよ！」

　そう言われてしまうと、何も言えなくなった。ぐっと唇を噛みしめる。黙ったひよりの前に貝原がまた手を差し伸べてきた。しかも、片手ではなく、両手だった。

「右が肉、左が魚。どっちが好き？」

　さあ、選べ。と言わんばかりに手が差し出される。ひよりは手を取ることを戸惑う。しかし、貝原は選ばない限り、絶対に動かない。と、無言で圧力をかけてきた。

「……」

　ひよりは恐る恐る右手に自分の手を重ねた。

「はい、じゃあ今日はしゃぶしゃぶコースだね」

　重ねた手をぎゅっと握られる。しゃぶしゃぶという単語に浮かれつつも、手を離そうとした。しかし、思いのほか強い力で握られている。離れようと、ぶんぶん振るが、貝原の手はちっとも離れていかない。

「あの……」

「ん？」

「手を離してもらっていいですか……？」

　ひよりの要望に、貝原は口角をしっかりあげ、思わず見惚れてしまうような笑みを浮かべた。笑顔の圧力に、ひよりは圧倒された。

　あ、これは離す気はないな。とすぐに察してしまう。

「さあ、しゃぶしゃぶが待っているから。行こう」

「あ、ちょ！」

　そのまま引かれて、足が前に出てしまう。前を行く貝原の背中から、辿るように繋がれた手に視線を移す。ひよりの小さな手がすっぽり覆われてしまう程の大きな手だ。貝原の存在を今までになく近くに感じてしまい、胸が高鳴る。

「魚だったらクエ鍋だったんだけどね」

　そんなひよりの気持ちの高揚に気づかないのか、前行く貝原はそんなことを口にしていた。しゃぶしゃぶだろうが、クエだろうが、どうでも良かった。繋がれた手を通じて、貝原に気持ちが伝わってしまわないか。そんな心配をしていた。

「クエ鍋も美味しいから。今度は、そっちを食べにこよう」

（今度は？　それじゃ、まるで次があるみたいだ）

　期待してはだめ。戒めるように、また口元に力を入れた。決して、期待しないようにと、自分に言い聞かせる。そんな自分の様子を、貝原が見つめていることに、ひよりは全く気づかなかった。





＊　＊　＊






　連れてこられたのは、創作和食のレストランだった。スウェットワンピースでは、尻込みするような外観のレストラン。手を引かれているせいで、止まることは許されない。恐る恐るついて行くと、貝原が「見た目より気軽な所だから」と気遣ってくれた。

　店内に入り、貝原が名前を告げる。するとそれだけで、店側は分かったように個室に案内してくれた。医局のメンバーでよく来ると教えてもらったが、ひよりは通された個室でそわそわしてしまった。肌寒い空気に晒された体を温めてくれる掘りごたつに、和楽器のＢＧＭ。開かれた障子の向こうには、ライトアップされた美しい中庭があった。

　場違いな自分に、ひよりは掘りごたつの下で足をそわそわとさせる。

　しかし、その緊張は、料理が運ばれてくることですぐに解かれた。

「んん、おい、しい～！」

「そう。良かった。肉、もっと食べるか？」

「はい！　いただきます！」

　貝原が頼んだものは、ひよりが選んだ通りの、しゃぶしゃぶをメインとしたコース料理だった。先付さきづけには、真鯛の和風カルパッチョ。かにみそ豆腐に、けしのみが香ばしい松笠焼き、巨峰のワイン煮など、見た目も中身も大変美味しいものだった。その次は、新鮮な刺身。出汁醤油と、岩塩が添えられたそれは、ひよりが味わったことのないものだった。とにかく、全てが美味しい。あまりに美味しくて口元が緩んでしまいそうなのを堪えるのに必死だった。

　そして、メインのしゃぶしゃぶ。白と赤のコントラストが美しい肉は、口の中に入れた瞬間、溶けてなくなった。つけタダレ、定番ポン酢と、ピリ辛ゴマダレ。それに、オクラとなめこの入った和風白だし。いろいろな味を楽しめ、ついつい箸が進んでしまう。付け合わせの野菜も歯ごたえがよく、甘みも強い。食べるだけで新鮮だとわかるものだった。

「美味しい……」

　気づくとその言葉以外出てこない。肉も野菜も満喫し、腹が満たされた。ひよりが余韻を楽しんでいると、頃合いを見計らったようにデザートが運ばれてきた。

「わあ……！」

　コース料理のデザートと言えば、果物などを想像していたが、運ばれてきたのは小さなケーキが三つほど乗ったデザートプレートだった。

「左から、柿ムース、新栗のモンブラン、ホワイトチョコレートのブラウニーです」

　店員が丁寧に説明してくれる。その内容を聞くだけで美味しいということがすぐに分かる。目の前に置かれたプレートにそわそわしていると、目の前から吹き出す音が聞こえた。

「っくく……っ羽田さんはホントに思ったことが顔に出るね」

「っ」

　そう言われ、思わず自分の頬を押さえる。自分では無表情を装っているつもりだったからだ。

「美味しい、とか、驚いた、とか怒った、も結構顔に出るね」

「……え？」

　予想をしていなかった言葉に、ひよりは驚きを隠せなかった。顔に出さないように必死になっていたからだ。もしかしたら、気づかずに笑っていたかもしれない。そう思うと、全身の血の気がさっと引いていく。

「うん。見ていて……」

「っそうでしょうか？」

　貝原の言葉を遮るように、口を挟む。勢いが良かったせいか、スプーンと皿がぶつかり、鈍い音が二人の間に響いた。その音を合図に、ひよりは無意識に口元を引き締めた。美味しかったはずのデザートが、一瞬にして味がなくなった。




　――下品




　呪いの言葉が蘇る。目の前が真っ暗になった。ひよりは、浮かれていた自分を恥じ、持っていたデザートスプーンをテーブルに置いた。これ以上、貝原に下品な自分を見せたくなかった。

「羽田さん」

　優しく低い声が、ひよりの名を呼ぶ。様子がおかしいことに気づいたのだろう。しかし、ひよりは、気遣いの声に反応できずにいた。少しの沈黙の後に、貝原がもう一度声をかけてきた。

「……どうした？」

「いえ、なんでもありません」

　絞り出すようにして出した声は、自分でも驚くほど冷たいものだった。 その態度に、貝原が驚いたように目を見開いた。ひよりはその顔を見つめる。

（貝原の方がよっぽど表情が豊かだ）

　病院では穏やかに微笑む姿しか見たことがない。しかし、こうして二人でいると、色々な顔を見せてくれた。いつもの微笑みも素敵だが、ひよりをからかう時の笑顔もとても魅力的だった。こうして驚く表情だってひよりを惹き付けてやまない。

　だからこそ、「下品」な自分がそばに居ることは許されない気がした。

「ごめん。気に障ることを言ったかな？」

「……」

　ひよりは首を横に振った。こんな時でも優しい貝原に、劣等感を覚える。自分自身の問題に、これ以上貝原を巻き込みたくない。

「羽田さん……」

「あの、私……そろそろ」

　帰ります。と、続けようとした。すると、唇に何かが押し当てられた。

「まだ食べ終わってないよ？」

「ん、？」

　押し当てられたのは、スプーンだった。一番食べてみたいと思っていたホワイトチョコレートのブラウニーが乗っていた。

「っ、」

「ほら、食べて」

　ものすごい圧を感じた。ひよりは渋々口を開く。どうしてこんなことに、と思っているうちに、スプーンが口の中に差し込まれた。

「っ！」

　滑らかな甘みが、すぐに口の中に広がった。とろりととろけるホワイトチョコレートの甘みと、ブラウニー独特のほろりとした食感が口の中に広がった。

　通常のチョコレートブラウニーを食べたことはあったが、ホワイトチョコレートは初めてだった。優しい甘みで、しゃぶしゃぶのこってりとした肉の油が流されていく。

　あまりの美味しさに、ひよりは思わず感動を口にしていた。

「っ、おいし……」

「だろ？　ここのブラウニー、俺も好きなんだ」

　もぐもぐとブラウニーを咀嚼して、飲み込む。飲み込んだ後もチョコレートの風味がほんのり残って最後までとても美味しい。目の前のデザートプレートには、出てきたままのブラウニーが残っていた。

　つまり、今ひよりが口にしたものは。

「っ！　わたし、せっせんせいの！」

「ははっ、気づいた？」

　貝原のスプーンを口にしてしまった。つまり、それは、間接キスということだ。「キス」という言葉が頭の中に浮かんだ瞬間、恥ずかしさがひよりを埋めつくした。

「っ、やだ、わ、わた、し！」

「うん、俺のスプーンだね」

「そ、そんな……！」

　顔に熱が集まる。どうしたらいいのか分からず、両手で頬を押さえる。

「やっぱり」

「な、やっぱりって」

「すごくかわいいよ」

「……は？」

　今、貝原はかわいいと言ったのだろうか。ひよりの頭は貝原の言葉を正しく理解できなかった。

「羽田さんの色んな顔、とってもかわいい」

「う、うそ」

「嘘じゃない。俺はずっと君を見てきたから」

「み、見てきたって……！　せっ、せんせ、いは好きな人が居るんじゃ」

「居るよ」

　ほらやっぱり。ひよりは貝原から視線を逸らす。

「やっぱり」

　思わず口からそんな言葉が漏れる。

「……羽田さん」

　名を呼ばれて、そろりと視線を戻す。するとまたスプーンが目の前に差し出された。

「はい」

「……は？」

　このタイミングで？　と、思わず眉間に皺を寄せる。

「あ、怒った。怒った顔もかわいい」

「っな！」

　ひよりが反論しようと勢いよく口を開くと、またスプーンが差し込まれた。

「美味しい？」

　今度は栗の香りが鼻をぬけていく。先程のブラウニーとは違い、さっぱりとした甘みが口の中に広がる。

「……おいしい、です」

　美味しいと聞かれれば、美味しい。よく分からないやり取りに、ひよりは混乱しつつもどこか楽しんでいた。

「はい、次」

「次……って」

　貝原がにこにことしながらまたスプーンを差し出してきた。

「……な、もう、なんなの……？」

　劣等感を抱いて、貝原と距離を置こうとして、怒って……と、目まぐるしい感情の変化に自身もついていけない。だんだんとそんな自分が馬鹿らしくも思えてきた。半分、自暴自棄になっているのかもしれない。

「ほら、あーん」

「あーんって……」

　やだ、もう、とひよりは思わず声に出してしまった。

　あれほど避けていた笑い声とともに。

「……わら……っ、た？」

　自分は今、笑ったのだろうか。信じられずひよりは、口元を押さえる。

　からん。スプーンの落ちる音が個室に響いた。貝原の目が見開かれていた。先程と同じ、驚いた表情だ。

　貝原の表情からは、何を考えているか読めない。もしかしたら「下品」と思われたのかもしれない。

　あれほど、笑わないようにしてきたのに。どうして。と、自分を責め立てる気持ちが溢れ出てくる。その後悔が、涙となってひよりの目から溢れた。

　後悔が一筋の線を描きそうになった時、想像もしなかった音が、ひよりの耳に飛び込んできた。

「やっぱり、すごくかわいい」

「……へ？」

「笑顔が、とてもかわいい」

　かわいい。

　頭の中で反芻された言葉は、想像していたものと全く違った。

「また見てみたいと思ってた。羽田さんの笑顔」

　うそ。と、ひよりが音にならない声で呟く。

　だって、自分の笑い声は下品なはずだ。かわいいなんて言って貰えるものではない。驚きのあまり、溢れた涙も引っ込んでいた。対処しきれない気持ちがぐるぐる体中を駆け巡る。

「っ、わたし、帰ります！」

　居た堪れなくなったひよりは、バッグを掴み、脇目も振らずに個室を飛び出した。

「羽田さん！」

　慌てた貝原が追いかけてくる音が聞こえた。しかし、出口側に座っていたため、貝原に追いつかれる前に店を出ることが出来た。

　勢いよく外に駆け出ると、さすが高級店。外には数台のタクシーが停まっていた。ひよりは迷わずその中の一台に駆け込む。

「しゅっ、出発してください！」

「は、はい！」

　ひよりの勢いに押されたのか、タクシーはすぐに出発してくれた。視界の端に、貝原の姿が見えたような気がした。けれども、振り向く勇気などひよりは持っていなかった。




　――かわいい




　聞き間違いではない。貝原は確かにそう言った。

「うそだ……」

　自分の笑い声は下品なんだ。そう言い聞かせてきた所に、急に投げ込まれた「かわいい」の一言。それは、ひよりの気持ちを酷くかき乱した。

「……からかってるだけよ。有久さんのことが好きなはずなんだから」

　うずくまり、ひよりはぶつぶつと呟く。騙されない、私は下品なんだから、と繰り返し、自分にそう言い聞かせた。

　深呼吸して、気持ちが落ち着いたころに、運転手から目的地を聞かれる。忘れていたとばかりに、自宅の住所付近を告げ、後部座席の背もたれに体を預けた。小さく息を吐き、目まぐるしい日だったと、今日の出来事を反芻しかけた時だった。




　――かわいい




「っ～～！」

　落ち着いたと思った所に、貝原の言葉が蘇る。

　地団駄を踏み、また蹲る。タクシーの運転手の訝しむような視線を感じたが、気にする余裕もなかった。そんなことを数回繰り返して、ひよりはあることを思い出してしまった。

「……あ」

　金も払わずに出てきてしまったことに。

　そして、週末、貝原を置いてきてしまった後悔と、かわいいと言われた気恥ずかしさと疑いから、ビーズクッションに顔を埋めて悶えながら週末を過ごすことになった。










４　笑って。たくさん笑って











「……あ、の、これ……」

　ひよりは、貝原が一人になったチャンスを見計らって、一枚の封筒を取り出した。たったこれだけの行動を起こすために、五日費やした。つまり、今日は金曜日。

　貝原にお金を返すために、四苦八苦していた。

　とにかく、貝原は忙しい。手術に外来、入院患者の対応と、捕まえる時間がほとんどない。おまけに、地元のプロチームと提携しているせいか、遠征にも行っている。今週は遠征も重なり、全く会えなかった。ひよりはもやもやした気持ちを抱えたまま、一週間を過ごすはめになった。

「……これ、なに？」

　返ってきた声は、低く重みがあった。怒っているのかと思い、封筒を手にしたまま、勢いよく頭を下げる。顔を見る勇気はなかった。

「っ、あの、わたし、この間お金を払わずにで、で、出てきて、しまって」

　自宅に戻ってから、ひよりは一番先に、アプリで行った店を検索した。すると、とてもひよりの給料では楽しめない値段だった。給料日まで残り二週間。大変厳しい状況だが、ＤＶＤの購入を諦めればなんとか……と、身を切る思いで封筒を差し出していた。

　逃げ出してしまったが、貝原との食事はとても楽しかった。笑って下品な姿を見せてしまったが、いい思い出になったのも事実だ。無銭飲食したままで終わるのは、嫌だった。

「……」

　はあ、とこれみよがしなため息が聞こえてくる。やはり怒っているのだろうと、ひよりは身を縮こませた。

「すっごい傷ついた」

「……へ？」

「置いて行かれて、一人で会計した俺の気持ち分かる？」

　その言葉に、ひよりは差し出していた手を、封筒ごと下ろした。

（やっぱり怒っている。それもそうだ。あんなに失礼なことをしたんだから）

　逃げ出した自分を責める。いい思い出のまま終わりたいと思うのはやはり、自分のエゴだった。

「も、申し訳……」

　それでも、謝罪と思い、さらに頭を下げた。語尾がかすれてしまい、ほとんど声になっていなかった。ひよりなりの誠意を伝えようと必死だった。

「明日、朝八時、ＴＵＳＨＩＹＡ書店で待ち合わせね」

　何を言われたのか、分からなかった。ここの所、理解が追いつかないことが多い。恐る恐る顔をあげると、いたずらっ子のように口の端を上げている貝原と視線が合った。

「もう一回言おうか。明日、朝八時……」

「い、いや……ちょっと待ってくだ……」

「いや～！　本当に傷ついた！　置いて行かれて！」

「あ……っ」

　傷ついた、の一言に、ひよりは反射的に頭を下げる。すると、額に衝撃が走った。びたん、という鈍い音が遅れて響いた。

「ストップ」

　音と衝撃の正体は、貝原の手による物だった。どうやら頭を下げようとしたひよりを止めようとしたらしい。じん、と額に痛みが広がる。驚きのあまり、声も出なかった。

「俺はね、お詫びをしてほしいの」

「おわび？　ですか？」

「そう。だから、デートしよう」

「デッ！」

　じんじん痛む額を押さえて、ひよりは一歩後ろに後ずさる。しかし、開いた距離はすぐに縮められた。貝原の長い足のせいか、先ほどよりも近づいてしまった。

「そう、デート。いい？　明日、八時、ＴＵＳＨＩＹＡ書店で」

　顔がずずいと近づけられた。美しい造りの顔が目の前に近づいてきて、勢いに押されるように頷いてしまった。

「いい？　デートだからね？」

「デート……」

「そう。復唱して。俺と羽田さんは、明日デートをする」

「私とせんせいは、あした、デートをす、る」

　よく出来ました、と頭を撫でられた。同時にくしゃりと髪を乱され、ひよりは貝原を仰ぐ。

（笑っている）

　怒っているかと思っていたが、貝原は柔らかい笑みを携えていた。ひよりは、ほっとすると同時に、胸の奥にむず痒さを感じる。

　医者の顔とは違う、ひよりにだけ見せてくれる顔。いたずらっ子のような笑顔に、今のように慈しみを持った笑顔。時々見せる意地悪な笑顔も、頭にこびりついている。

（どれが、本当のあなたなの？）

　そんな疑問が浮き上がってしまうほど、貝原は色々な面を見せてくる。

「じゃあ、明日待ってるね」

「えっ、あ、あの！」

　戸惑うひよりを横目に、貝原が颯爽と去っていく。去り姿すら、爽やかで、声をかけることが出来なかった。

「でー……と」

　自分は今、貝原にデートを申し込まれた。つまり、これは、貝原が自分に少なからず想いを寄せていることだろうか。

（でも、そんなこと、ありえないでしょう？）

（ううん。でも、もしかしたら……）

　自問自答を繰り返しながら、ひよりは広い背中を見送る。ありえないことだが、もし、貝原の好きな相手が自分だとしたら。そこまで考え、思い切り首を横に振った。

（そんなわけない！　絶対無理！）

（でももし、そうだったら、お、お、お付き合い、するってこ……と？）

　繰り返し浮かぶ、都合のいい考えを振り切れない。何度もそれを繰り返していると、見送っていた貝原の背中が見えなくなった。

（明日……本当に、会うのかな……）

　未だ呆然とし、自分の考えにふけっている時だった。

「みーたぁーよぉー」

　バシン！　と勢いよく背中を叩かれた。次いで、耳元にふっと息を吹きかけられた。

「ひゃ！」

　衝撃とくすぐったさに、ひよりは思わず飛び上がった。誰だ！　と振り返ると、にやついた有久と目が合う。

「っ！　あり、ひささん！」

「うふふ。デートだってえ？」

「でっ！」

「やだ、羽田さん！　照れてるぅ」

　未だニヤニヤと楽しそうに笑う有久がつんつんとひよりの頬を突いてくる。楽しそうな有久とは裏腹に、浮ついた気持ちが急激にしぼんでいく。有久を見てしまったら、貝原の想い人の存在を思い出してしまった。

「……デートなんて……」

「……羽田さん？」

　デートなんて。心の中でもう一度呟く。貝原は、有久との架け橋を望んでいるに違いない。そう考えると、貝原も元彼と変わらない酷い人間だ。

（でも……）

　職場での穏やかな笑顔。ひよりの前だけで見せた、いたずらっ子のような笑顔。強引で、少しだけ意地悪な彼を思うと、胸の高鳴りを抑えられない。どうしていつも自分はこうなのだろうか。ひよりは鼻で笑ってしまった。

「お騒がせしました。有久さんは休憩ですか？」

「……羽田さん」

　口元を引き締めて、頭と心の中を占めていた貝原を追い出す。「下品」と罵られた日々を思い出せば、表情を消すことなど簡単だった。有久に対して酷い態度を取っていると自覚していた。けれども、自分の思い人から愛される有久を、今は冷静な気持ちで見られなかった。

「私はもう、仕事に戻りますね」

「う、うん。なんか、ごめんね？」

「いいえ……」

　私の方こそ、ごめんなさい。その言葉がひよりの口から出ることはなかった。




　有久への酷い態度を後悔したまま迎えた土曜日。出かけられない理由を見つけたかったが、あいにく、雲一つない青空だった。高く澄んだ空は、ひよりの心とは真逆の様相だ。自分と澄み切った空に憎たらしさを覚えながら、指定された複合書店まで歩いていた。前回のスウェットワンピースとは違い、ボートネックタイプの落ち感のあるニットに、タイトなタータンチェックのスカートを選んだ。ストンと落ちるタイプのニットのおかげで、大きな胸も隠せている。すこしたるみをつくるようにフロントインすれば、体型をカバーできる服装の出来上がりだ。そこに、夏のボーナスで購入したミニショルダーバッグを肩にかける。胸が強調されるため、決して斜め掛けにはしない。

　おしゃれよりも自分のコンプレックスを隠す。たとえそれが思い人と出かけるとしてもだ。

　憂鬱な気持ちで歩いているうちに、目的地に到着していた。店自体はオープンしていないため、普段の賑わいは全く見られない。

（そういえば、こんな朝早くから、どこに行くんだろう）

　先日の電話で貝原のプライベートな番号は知っていたが、とてもかける気にはなれない。こんなに早く出かけるというからには遠出するのだろうか。それだとしたら、会話が続かない。様々な悩みが頭の中でごちゃまぜになり、ひよりは頭を抱えてしまった。

「よし、帰ろう」

「何で！」

　自分のキャパシティを超え、そう口にしていた。具合が悪くなったと言えばいい。しかし、それに素早く突っ込みが入った。背後から聞こえた声にぐるりと振り向く。

「せ、先生」

　声の主である貝原が頭を抱えている。おはようございますと告げると、同じように返ってきた。シャツに、ジャケット、細身のパンツ、ごつめのスニーカー。シンプルないで立ちだが、貝原が身に着けているだけで、高級ブランドに見えるから不思議だ。

「見つけたと思ったら、帰ろうとか。勘弁してよ」

　大きなため息には明らかな呆れが含まれていた。心を決めて、電話をしようとバッグの中に入れていた手をどうしようかと悩む。すると、悩みを見抜いたかのように、貝原が手を取る。

「車、別の所に停めてあるんだ。こっち」

　ぐい、と腕を引かれて、貝原の後を追う形になる。こうやって少し強引な所も、オープン前の店に車を停めない真面目な所も、すべてひよりの恋心をくすぐる。そしていつの間にか絡みついて、離れなくなるのだ。

「朝早くごめんね。ちょっと行きたい所があって」

「え、ど、どこに？」

「内緒。でも絶対喜ぶ所だから」

　戸惑いを口にすると、貝原はからかいを含んだような笑みを浮かべた。おまけにウインクを飛ばしてくるので、黙るしかなかった。

「到着まで少し時間がかかるから、コンビニに寄ろう」

　先に入るように促され、それならばと一応トイレによることにした。ちらりと後ろを振り返ると、貝原は飲み物コーナーを見ていた。こういった些細な気遣いのせいか、貝原の存在がどんどんと大きくなってしまう。

洗面所で手を洗うと、鏡に映る自分と目が合う。とろんと瞳を潤ませ、いつも引き締めていたはずの口が楽しさを浮かべていた。これではいけない。そう思って、ひよりは頬を強めに叩く。そしてもう一度、鏡をのぞく。

「……やだ。もう」

　そこにはもはや隠しようのない、恋に浮かれた女の顔があった。





＊　＊　＊






　貝原の運転する車は、高速道路を走っていた。方向的には都心へと向かっていた。貝原は未だ目的地を告げない。不安を抱えながらだったが、沈黙で困るということはなかった。自然と会話を繋げてくれるおかげか、ひよりの不安も時間の経過とともに薄れていく。

　都心の高いビル群が見えてくると、車の数も多くなり、自然とスピードがゆっくりとなる。そうこうしている間に高速道路を下りる。人の多い道を進んでいくうちに、見たことのないビルの地下駐車場に車が停まった。

「着いたよ」

　貝原がシートベルトをはずす。その動作を見て、ひよりは慌てて口を開いた。

「あ、あの」

「ん？」

「ど、どこに行くんでしょうか？」

　先ほどははぐらかされてしまったが、このタイミングでもう一度問う。すると、貝原は少し考える素振りを見せた後、ダッシュボードを指さした。

「そこ開けて」

「あ、は、はい」

　言われるがままひよりはダッシュボードを開けた。すると、何の変哲もない茶封筒が入っていた。手に取っていいか悩んでいると、隣から開けてみて、と声がかけられた。

「……っ！　こ、れ！」

　言われた通りに茶封筒を開ける。するとその中には、ひよりがいま一番推している若手お笑いコンビ、「シャッフル」の単独ライブチケットが入っていた。ＤＶＤが発売されたら絶対に買おうと思っていたライブのチケットに、ひよりは声を失った。

「俺、今週チームサポートで出張していただろう？　そのチームのオフィシャルサポーターが彼らだったんだよ」

「え、そ、それって」

　シャッフルは、年末の漫才選手権で準優勝した実力派コンビだ。元プロ野球選手と、元プロサッカー選手という異色の経歴で、バラエティだけではなくスポーツ番組にも引っ張りだこだった。数年前から彼らの活躍を願っていたひよりにとって、今の活躍はとても嬉しいものだった。人気者の彼らのチケットとなれば、プレミアが付く。手に入れるのは容易ではないはずだった。

「羽田さんが好きかなって。ちょっと強引だったけど、先方にお願いしたんだ」

　嘘、とひよりはかすれた声で呟く。もう一度、手に持ったチケットに視線を戻す。ぶわりと心の中を占めたのは喜びだった。

　自分のためにチケットを取ってくれたということが、とても嬉しかったのだ。ひよりはすかさず、礼を伝えようと口を開いた。しかし、呪いの言葉が体中を駆け巡った。




　――下品




　喜びが、一瞬にして散る。そして、胸の奥の熱がどんどんと冷めていった。口を固く結び、手に持っていたチケットをそっと茶封筒の中にしまった。

「行けません」

　震える手で、ひよりはチケットを貝原の胸に押し付けた。貝原の顔を見られない。やがて茶封筒が自分の手からなくなったのを感じた。ほっと胸を撫でおろすと、がちゃ、ばん！　と大きな音が聞こえた。その音に反応して顔を上げると、運転席に座っていた貝原が居なくなっていた。

　自分が仕向けたことだったが、酷くショックを受ける。のこのこ着いてきて、いざ、行かないなど、怒って当たり前だ。自責の念に駆られるが、人前で笑うことにトラウマに近いものがあるひよりにとって、どうしても行けなかった。涙を隠すように、俯く。

「私の、バカ」

「そんな風に自分を責めるくらいなら」

　ぱちん、と何かが外れる。胸元に掛けてあったシートベルトだと気づくのには少し時間を要した。そして、ひんやりとした空気がひよりの頬を撫でていく。顔を上げると、貝原の顔が間近にあった。

「笑って」

「……え？」

「たくさん、笑って」

「せんせい……？」

「君の笑った顔が見たい」

　でも、とひよりは言葉を続けられなかった。自分は下品で、笑うことは許されないのだ。

「羽田さんがそう出るなら。俺も、強行突破だな」

　何を、という暇もなく、感じる浮遊感。

「え！　ちょっと！　何！」

「言ったろ？　強行突破って」

　今の状況を説明すると、座っていた状態からそのまま抱えられている。つまり、お姫様抱っこ状態だ。地下とはいえ、全く人目がないわけではない。車に乗る人、下りる人すべてからじろじろと見られた。

「どうだ。まいったか？」

「ま、まいったって」

「行くなら下ろすけど？　どうする？」

　まあ、どっちにしても抱えられていくか、歩いていくかの二択だけどな。と、貝原がからからと笑う。

（どうして……）

「どうして」

「ん？」

「どうしてそんな風に笑えるんですか？　私、この間から先生に対してすごく失礼なことをしているのに……」

　貝原だけではない。昨日の有久にもひどい態度を取ってしまった。自分を守るために、傷つかなくていい人を傷つけている。そのことに、ひよりは心を痛めていた。

「どうしてって……君の笑顔がみたいからじゃ、ダメ？」

「笑顔、なんて」

　私には無理。と消えそうな声で呟く。貝原の顔が間近にあったが、気にするどころではなかった。

「どうして？　どうして笑えないの？」

　下品だと言われたから。声を大にして訴えたかったが、ひよりは口を結ぶ。

「あ、それ。俺の嫌いなやつ。そうやって言いたいこと全部飲み込んでる」

　嫌いと言われても、ひよりにはこうすること以外方法が分からない。

「俺は、羽田さんの笑顔が好きだよ」

「っ！　う、嘘だ！」

「どうして？」

「え……？」

「どうして、嘘だってわかるの？」

　それは……と、ひよりは言葉を失った。先ほどから否定していることは、全て憶測でしかない。けれども、長い間「下品」と、蔑まれてきたひよりにとっては当たり前の思考だった。

「ほら、劇場についたよ」

　そのタイミングで床に下ろされた。足が地面につくが、ふわふわして足取りがおぼつかない。

「好きなコンビなんだろう？」

「……はい」

　それに関しては嘘をつけなかった。素直に頷くと、貝原は喜びを頬に浮かべた。

「じゃ、行こう。楽しもう？」

　指を絡めるように手を取られた。まるで恋人つなぎのようだ。ひよりは絡まった指と貝原の間で視線を行ったり来たりする。

「羽田さん」

「……はい」

「君の笑顔は、可愛いよ。大丈夫。俺が保証する」

　頷くことも、返事をすることも出来なかった。呆然とするひよりに、貝原は優しく「今はそれでいいよ」と言った。

　貝原の穏やかな優しさは、石のように凝り固まったひよりの心を少しだけ解す。絡まった指に、少しだけ力を込める。すると、貝原がぎゅっと握り返してきた。

　これが今の自分に出来る精いっぱいの返事だった。

　バッグの中にはハンカチも入っている。これを口元に当てていれば、笑い声も顔も分からないはずだ。そう思い、ひよりは二度とないであろうこの場を楽しむことにした。




「面白かった？」

「……はい。とっても」

　ライブの感想を一言で伝えるなら「面白かった」。その一言に尽きた。正統派の漫才から始まり、コント、フリートーク。そしてサプライズゲストには有名イケメンサッカー選手が出てきて会場を沸かせた。ライブの時間は二時間半。その間、ひよりはずっと声を出して笑いたくて仕方が無かった。時折貝原を盗み見れば、優しい口元に、薄く笑いを乗せて自分を見つめていた。そんな貝原と視線が合えば、ひよりは俯くしかない。

　ライブの感想にもう一言加えるのならば、「本当はあまり集中出来なかったが楽しかった」が正しい。

　ライブは十時から十二時半の間だった。終了後、貝原が仕事の電話でしばらく離れると言ったため、ひよりは一人で物品販売をゆっくり見ることができた。ここでしか買えない限定ＤＶＤや実際の台本のレプリカなど、グッズを吟味する。あまりに真剣に見てしまったせいか思った以上に時間がかかってしまい、慌てて貝原を探す。すると、遠くの柱に背を預け、電話をしている貝原を見つけた。よかった、と胸を撫でおろす。すると、ひよりの視線に気づいたのか、貝原がひらひらと手を振ってきた。あまりにスマートな動作に、つられるように手を振り返した。貝原はもちろん、笑顔だった。

（ほんとに、かっこよくて、優しくて……）

　なんて素敵な人なのだろう。ひよりは改めて貝原の魅力に気づく。ここ最近起きた出来事のせいで頭の中は貝原でいっぱいだ。それだけでなく、凝り固まった心にまで貝原が入り込んできている。この人ならば自分を受け入れてくれるのではないかと幻想を抱くほどに。

「ごめん。待った？」

「いえ、こちらこそ。長々とすみません」

「いいよ。もうこんな時間だね。お昼は過ぎちゃったけど……何か食べたいものある？」

　貝原の問いに、少しだけ考える。何でもいいというのは簡単だが、それでは失礼な気もした。

「あ、先生。このビル、レストランが入っているみたいですよ。窯焼きピザですって」

　貝原の向こう側に見えたレストラン名をそのまま口にする。どうやらチェーン店だったようだが、遠くから見ても悪くなさそうだった。

「……いいの？」

「はい？」

「せっかく都内に来たのに。少し歩くけど、フレンチとか」

「そんなの、肩が凝っちゃいそうです。美味しそうですよ？　本格マルゲリータピザ」

　思ったままを素直に口にすると、ぐしゃ、と髪を乱された。

「わ、何？」

「ううん。いいね、その素直な感じ」

　よくわからないが、褒められたらしい。ひよりが「ありがとうございます？」と言えば、また髪を乱された。

「じゃ、そうしよう。俺、ちょっと新しい靴が欲しいんだ。付き合ってもらえる？」

「それは、かまいませんが……」

　ひよりの返事に、貝原はまた髪をかき乱してきた。

「わ、やめてください」

「あはは。ぐしゃぐしゃ」

「ちょっと！」

　そんなやりとりをしつつ、レストランに向かう。貝原がまた指を絡めてきたらどうしようかと思ったが、今度は少し距離が開いていた。寂しいという自分勝手な思いを抱きつつ、歩みをそろえてくれる貝原の隣に並んだ。

　入ったレストランのピザは想像以上に美味しかった。もちもちの生地に、さっぱりとしたトマトソース、爽やかなバジルに、濃厚なチーズ。すべてのバランスが良く、ひよりは舌つづみを打った。空腹が満たされた後は、貝原に連れられるままショッピングをする。路面店から、百貨店。色々な売り場を見つつ、貝原は靴を熟考していた。途中でつまらない？　と聞かれ、勢いよく首を横に振る。嘘はなく、自分でも驚くほどに買い物を楽しんでいた。貝原の隣にいると、心地よい。時間があっという間に過ぎていった。

　日が傾き始めた所で、二人は車に戻った。買い物をする貝原につられ、ひよりも色々と買い込んでしまった。百貨店で見つけた文房具売り場に、可愛い付箋がたくさん売っていたのだ。仕事にもちょうどいいと、これでもかと買い込んでしまった。

「羽田さんの買った付箋」

「え？」

「俺のメモにも使ってね」

　いつものように、柔らかく微笑む。そう思っていた。しかし、貝原の瞳にはねっとりとした熱が孕んでいた。一緒にいて初めて見る貝原の姿だった。しかし、その熱を孕んだ視線はすぐに逸らされた。運転するために前を向いたからだ。ひよりは見間違えかと思い、気に留めなかった。

　行きとは全く違う、沈黙が車内に流れた。けれども、不思議と居心地の悪さは感じなかった。目立った混雑もなく、一時間半ほどのドライブで見慣れた景色になってくる。どこかほっとすると同時に、少し寂しさを覚えたのも事実だ。

「家は？　どのへん？」

「書店で下ろしてもらっても……」

「もう暗いし、寒くなってきたから。どこ？」

「あ、じゃあ……」

　抑揚のない声だった。ひよりは身を竦ませながら、自宅への道のりを案内する。角を数回曲がり、アパートが見えてきた所で、貝原が車を停めた。

「どこか停めても平気？」

「確か、十二番が来客用になっているみたいです……」

　聞かれたことに素直に答える。貝原はわかったと口にし、今ひよりが指定した駐車場に車を停めた。完全に車が停止したのを確認して、シートベルトを外す。

「ありがとうございました……たの、楽しかったです」

　では、また。とドアに手をかける。自分でもあっさりした別れだと分かっていた。貝原の隣は居心地が良すぎる。これ以上一緒に居たら、どうしたって離れがたくなってしまう。しかし、なぜかドアが開かない。あれ？　と首を傾げる。何度かハンドルを引くが、開かない。何故？　と思い、貝原の方へ振り返る。すると、人差し指を口に当てて、柔らかに微笑む貝原と視線が合った。

「お礼は、ここでいいよ」

　ここ？　と、ひよりはもう一度首を傾げた。そして、ゆっくり貝原が指さす先を凝視する。指先が示す場所は、貝原の唇だった。

「なっ！」

「今度はスプーンを介してじゃない、ちゃんとしたキスがいいな」

　貝原はなおもそう口にした。からかっているのか！　とひよりが怒りをあらわにする。しかし、貝原は心外だと言わんばかりに肩をすくめた。

「ずっとアプローチしていたけど気づかなかった？」

「そんなの……し、らない」

　ひよりは震える唇で答える。

「わざわざ確認しなくてもいい電話をかけたり、食事に誘ったり、君の好きそうなライブチケットを探したり……わざわざ休みの日にデートに誘ったり。好きでもない人にここまで出来ない」

「……だって、先生は、有久さんのことが好きなんでしょう？」

　逃げ出したい気持ちでいっぱいだった。貝原の言葉を素直に受け取れない。過去がひよりをしばり、臆病にしていた。頭のどこかでは、有久のことを言い訳にしているのだと理解していた。しかし、ひよりにはそれを問い詰める勇気もなかった。

　だからこうして、有久を逃げ道にしていた。

「……なるほど」

　貝原が口元を大きな手で撫でた。平坦な声色だ。今度こそ、呆れられた。そう思って、膝の上で拳を握りしめた。

「有久さんが好きだなんて天地がひっくり返ってもない。遠回しのアプローチをしてきたつもりだったけど……そんな勘違いをされるくらいなら」

　実力行使だな。

　決意めいた低い声だった。

　どん、と助手席のドアに背中を押し付けられる。痛みはなかったが、衝撃で目を瞑ってしまった。すると、唇に何かを押し当てられた。柔らかくて、温かい何かを。

　唇に当たるものが何かなど、考えなくても分かってしまった。ドアに押し付けられる際に一瞬だけ見えた、貝原の瞳にはまっすぐに自分だけが映し出されていた。

（本当に？）

　貝原は自分を想ってくれているのだろうか。甘く、痺れるようなキスに、ぼんやりとそんなことを考える。薄く目を見開くと、伏せられた長い睫毛が目に入った。角度を変え、少しずつ深くなるキスに、心も体も蕩けていく。時折、唇を食まれ、甘噛みされる。息継ぎの合間に漏れる吐息は熱を孕む。かと思えば、ひよりの唇を探すように、鼻先や口の端、頬など、短いキスがあちこちに落とされた。見つけた、とばかりに唇が重なると、暴力的な舌が口内に侵入してくる。舌を受け入れると、背中に感じていた硬質な感触がなくなり、代わりに、温かい腕に包まれた。決して広くない車内でぬくもりを分かち合う程密着する。

　キスをしていいと許した覚えはない。けれども、ひよりは貝原を拒絶する勇気を持ち合わせていなかった。乱暴だった舌は、今は優しく口内をまさぐっていた。柔らかく温かな存在に、縋る。重ねるように舌を動かせば、抱きしめていた腕に力がさらにこもった。

　力強く抱きしめられた体は息苦しさすら感じるほどだった。ひよりは、そっと貝原の背中に腕を回す。息苦しさをどうにかしたい一心だったが、心の奥底では貝原を求めていた。唾液が絡まり、小さな水音が狭い車内に響く。一種の心地よさを感じながら、貝原のキスを受け入れていた。

　どのくらいそうしていただろうか。一瞬かもしれないし、ずいぶんと長い時間だったようにも思える。

「……は、」

　先に唇を離したのは、貝原だった。一番近くにあったぬくもりが消え、寂しさを覚える。顔を寄せて追いかけそうになってしまい、すんでの所で止めた。貝原はそんなひよりに気づいたのか、にやり、と口角をあげた。それを見たひよりは、思わず目をそらす。しかし、顎をぐっと掴まれ阻止された。

「っ！　せん、せ」

「笑ってほしい」

「……え？」

「何度も言っていると思うけど、君に笑ってほしい」

「わら、う」

　ひよりはオウムのように、貝原の言葉を繰り返す。

「君が好きだ」

　貝原の告白に、目を見開く。

「好き」

　そうだよ、と貝原が続けた。好きの一言に、嬉しさが溢れ出る。それが涙となって目から零れ落ちる。

「最初に気になったのは、要件を書いたメモ」

　ぎゅっと、貝原の胸に抱かれる。耳元をくすぐる。低く優しい声に、身も心も預けてしまいたくなった。

「几帳面でまっすぐ並んだ字を見て、きれいだなって思ったんだ。どんな子かと思って見に行ったら、まあ、不愛想だった。口を真一文字に結んで、誰も寄せ付けない雰囲気だった」

「……」

　ひよりは貝原と初めて会った時のことを思い出していた。柔らかい物腰で、穏やかに微笑んでいた。まさかそんな風に思われていたとは知らなかった。ひよりも貝原の字が好きだったため、同じ所を見てくれていたと、喜びの明かりが心の中にぽっと灯った。

「けど、よおく見ると、表情がころころ変わるだろう？　患者さんが退院するとき、お大事にっていう表情には慈しみが溢れていた」

　そんなことあっただろうか？　思わず思い返すような場面だったが、貝原は見てくれていたのだ。耳元で愛を囁かれている。じわじわとそう実感した。

「気になると、自然と目が追ってしまう。これが恋だと気づいたのは、君の笑顔を見た時だよ」

「……え！」

　気づいてない？　と貝原が耳に息を吹きかけてきた。ひよりは驚きのあまり、高い声が出てしまった。その反応をみた貝原がくつくつと笑いをかみ殺している。

「ＴＵＳＨＩＹＡ書店」

「……？」

　急に話題が変わり、頭の中で疑問符を浮かべる。笑いが治まったと思うと、大きなため息が聞こえてきた。緊張する。そんな呟きすら、聞こえてしまう。改めて距離の近さにひよりも貝原と同じように緊張してしまう。高鳴る胸の鼓動が聞こえてしまわないか、心配になった。

「よく、ＤＶＤ見てただろう？　お笑いの」

「あ、はい……」

　ひよりは週に一度、必ず訪れる書店を思い出す。お笑いＤＶＤの種類が豊富で、新規開拓をするのが楽しみの一つだからだ。書店がどうしたのだろうか？　そう口にすると、強く抱きしめられていた腕が少し緩んだ。変わりに、肩に手を置かれて、自然と顔を合わせる形となる。

「あそこの二階、医学専門書が多く置かれているんだ」

「……はあ」

「医学書コーナーに行くには、ＤＶＤ販売の横を通る必要がある」

「……うん？」

「俺も、あそこの書店よく行くから、自然と羽田さんを見かけていた」

　この続き、わかる？　そう問われてひよりは首を横に振る。医学書とＤＶＤを結び付けるには少し無理があるような気がした。眉を寄せて考えるが一向に答えが浮かばない。

「笑っていたよ」

「……？」

「羽田さん、ＤＶＤの前ですごく楽しそうに笑っていた」

　笑っていた、の言葉に、ひよりの全身から血の気が引いていく。あんなに気を付けていたはずなのに、どうして。恋に浮かれて高鳴っていた胸が、緊張で張り裂けそうなほど早く脈打つ。掴まれている肩が震え、今すぐ逃げ出したい気持ちでいっぱいだった

（見られた。下品な私を知らない所で見られていたなんて）

　面と向かってならごまかせるが、自分の知らぬ所で見られていたのはどうしようもなかった。

「ご、ごめ……んなさ」

「どうして？　どうして謝るの？」

　体を揺らし、貝原の手から逃れようとする。しかし、貝原の腕にしっかりとつかまれており、それは叶わなかった。

「かわいいって思ったんだ。もっと見たいって。願わくは、俺だけに見せてほしいって」

「いや、いや……うそ、うそ……」

　逃げ道を失ったひよりは、首を横に振る。




　――下品




　呪いの言葉は、ひよりを一瞬で過去に戻してしまう。今日一日、楽しかった気持ちや、貝原への甘い恋心、そして、たった今貰った、少し乱暴だが、優しいキスのことも。

　どうして、自分だけこんな目に。ひよりは自身を恨まずにいられなかった。かわいいと言ってくれたことを信じて、貝原の胸に飛び込めたのならば、どんなに良かったか。けれども、ひよりにその勇気はなかった。首を横に振り、貝原を拒絶する。涙が溢れ出てきそうになるのを必死に堪える。ここで泣いたら、同情を誘っていることになりかねない

ひよりに残された最後の、ちっぽけなプライドだった。

「っ！　ひより！」

　大きな声が車内に響く。いきなり名を呼ばれたことに、驚く。あまりの驚きに、零れる寸前の涙が勢いよく引っ込む。目をぱちぱちとしばたたく。すると、眉を下げ、心配そうにこちらを見つめる貝原と目が合った。

「……やっとこっちを見た」

「せん、せ」

　ひより。か細い声でそう囁いた貝原が、ゆっくりとひよりを抱きしめる。驚いていたせいか、されるがままになっていると、貝原が吐き出すように口を開いた。

「俺は、ひよりの笑った顔がみたい」

　その言葉に、過去がまた、蘇りそうになる。しかし、蘇るより先に、貝原の胸の中にさらに強く閉じ込められた。

「多分、過去に何かあったのだろうと想像できるけど、俺が……俺がひよりを笑顔にするから」

「先生……」

　穏やかな口調と、感じるぬくもりに、少しずつ落ち着きを取り戻していった。貝原の並々ならぬ決意を感じて、もう一度だけ信じてみようか？　という気持ちが芽生えてくる。

（素直に。少しだけ、素直になってもいいだろうか？）

　今まで誰にも言えなかったことを言ってもいいだろうか？　貝原の言葉と行動で、凝り固まった心が解されているのは事実だ。最後の奥底に残ったわだかまりを、今打ち明けてもいいのだろうか。

（けど、それが先生の重荷になるなら）

　そんな葛藤がひよりの中に生まれる。口にしようとして、また閉ざす。そんなことを数回繰り返す。目の前の貝原は、ひよりをじっと見つめたまま、その時を待っているようだった。以前思ったように、軽く、口にしてしまえばいいのではないだろうか。

　自身の腕を伸ばして、貝原の胸を押す。今度は簡単に体が離れていった。貝原もひよりの言わんとすることを分かっているように思えた。

　息を吸って、吐く。深呼吸を二回繰り返し、意を決して口を開いた。

「じ、実は昔付き合っていた人に、笑い方が下品って言われて……」

　結構トラウマなんです。そう言って苦笑い。それで、終われば先生の重荷にならない。そう考えて言葉を続けようとしたが、何故か声が出ない。は、は、と短い息が口から漏れ出るだけだった。それに加え、視界が次第にぼやけていく。

（早く、早く。軽い感じで。続けなきゃ）

　そう思えば思う程、唇が震え、言葉が出てこない。視界がぼやけるのは、涙が溢れ出ているせいだと気づいたときには、もう止まらなくなってしまった。

「……っ」

「……ひより」

　ぼろりと大粒の涙が、零れ、頬を伝う。ああ、自分は思った以上に、辛かったのだ。自分の中に留めてきた気持ちを初めて表に出したことで、そのことに気づいてしまった。しかも、よりによって恋い慕う相手の前で。情けなさと恥ずかしさで、ひよりは俯く。流す涙だけは見られたくなかった。

　静かに涙するひよりの頬が、大きな手に包まれた。柔らかいぬくもりに、ひよりはゆっくりと顔をあげた。朝、いつもより気合いを入れた化粧も、今はきっとぼろぼろになっているだろう。頬を撫でていた手が、顎から首筋をゆっくりと撫でる。涙で視界がぼやけて、貝原がどんな顔をしているか分からない。呆れているだろうか。それとも、怒っているだろうか。

「大丈夫」

　首筋に手を添えられたまま、貝原がそう口にした。そして、小さなリップ音と共に、頬に柔らかい感触。不明瞭な視界でも、それが唇だとすぐに理解できた。そして、優しい唇は、涙の筋をたどる。頬、目尻。もう片方の頬と目尻も貝原のキスが落とされる。そして、流れる涙を唇が掬う。視界が少しだけ明瞭になると、ゆっくりと視線がかち合った。

「先生……」

「あー、ごめん。ちょっと待って。かわいすぎる」

　目の前の貝原はうんうんとうなりながら、何かを口にしようとしている。頭の中は、今までになく冷静だった。貝原の頬が少し赤く染まっていると分かるほどに。

「かわいい。ひよりは、かわいいよ」

　そう言って、今度は唇にキスが落とされた。触れるだけの、じゃれ合うようなキスだった。

「俺がこんなに惹かれてやまないのに、下品なんてありえる？」

「……は、い？」

「こう言っちゃなんだけど、見た目もまあまあいいと思う。医者だから頭も悪くない。運動も結構好きだよ。高校時代はバスケで関東大会まで出場した」

「はあ……」

　突然始まった自己アピールに、ひよりは目を丸くする。未だバスケは病院の有志チームで続けていると説明を受け、今度観戦に行く約束まで取り付けられた。

「さあ、ここで質問です。女の子に、面と向かって下品という最低くそ野郎男と」

　ずいっと右手を差し出される。いつぞやの夕食を思い出させる光景だ。それよりも、最低くそ野郎という言葉が貝原の口から飛び出たことに驚いた。

「かわいいとずっと追いかけて、やっとここまで来て、浮かれている謙遜を入れつつもそこそこ優良物件。あ、医者だから金銭的にも困らない。それから、同じ職場だから、いつでも会える。浮気の心配もない男」

　そう言って差し出される左手。

「どっちがいい？」

　どっち、などと聞かれればもう、決まっている。しかし、元彼への貶めがひどい。しかし、差し出された左手の男の語りは、嘘偽りない真実だ。

　ひよりは、迷わず差し出された左手に自分のものを重ねようとした。しかし、すんでの所で、手が止まってしまう。

「……ひより？」

「あの、せんせい……」

　いつも自分は、こうして貝原に甘えてしまっている。このままではきっと、同じようなことが繰り返されるかもしれない。ひよりはその事実におびえていた。きっと、今が過去から抜け出すチャンスなのかもしれない。ぎゅっと拳を握りしめ、未だ震える唇から言葉を紡ぐ。

「……笑い方が下品って言われて自分を見失っていた私と」

　ゆっくりと右手を差し出す。情けないことに、その手は小刻みに震えていた。

「せ、せ……先生のことが、好きな私……」

　緊張していたせいで、声が裏返ってしまう。どちらがいいですか？　と、左手を差し出す。貝原の顔は見られなかった。俯き、審判の時を待つ。

「そんなの、決まっている」

　左手を取ってほしいと浅ましくも願っていた時だった。穏やかなと共に、両方の手を握られた。

「過去に辛い思いをしたひよりも、今、勇気をもって俺に好きだと言ってくれたひよりも」

　全部、受け止めたい。その言葉と共に、大きな手に包まれた手に唇が触れた。まるで、誓いのキスのような行為に、止まっていた涙が再度溢れ出した。

「好きだよ」

　両方の手を握られたまま、ゆっくりと唇が重なる。ひよりはゆっくりと目を閉じて、貝原を受け入れた。

「それと」

「はい？」

「有久さんは確かに美人で仕事もできるけど、そういう対象じゃないから。もう誤解しないでくれよ？」

　誤解されていたことがよほどにショックだったのだろう。そう言った貝原の顔はあまりに真剣だった。










５　笑顔の絶えない夜











　離れがたい。

　貝原のその一言に、ひよりはどうしたらいいのか迷っていた。ひよりの首筋に顔を埋めて、唇を落とし、時に思い切り息を吸い込む。何をしているのかと問うと、「香りと存在を堪能している」と真面目に答えられてしまった。

「一日歩いて汗臭いかもしれないから……やめて」

　そう拒否しても、「いい女の匂いがする」と、とてもいい笑顔で言われてしまう。力で叶わないひよりはされるがままだ。そうこうしているうちに、冒頭の言葉を告げられてしまった。

「このまま連れ去りたい」

　貝原は思ったことをどんどん口にする。分かりやすい反面、ストレートな求愛に、戸惑いを隠せない。本当のことを言えば、離れがたいのはひよりも一緒だ。

（このまま連れ去って）

　そう、素直に口に出来ればどれほどいいか。自分を隠して生きてきたひよりにとって、素直になることは困難なことだった。

しかも、先ほど自分の過去を話したことで、自分の勇気は使い果たしてしまっている。もちろん、さようならをできるひねくれた気持ちも持ち合わせていない。受け身は良くないと散々過去から学んだはずだったが、何一つ実践できないのが現実だ。

　ぐるぐると悩んでいると、甘さを含んだバストーンの声が頭上から下りてくる。

「……このまま別れるか」

　ひよりの体が震える。連れ去りたいと言ったのに諦めるの？　と自分勝手な思いが溢れ出る。しかし、貝原はそんなひよりの考えなどお見通しかのように、「それか」と、続けた。

「急いで支度をして、俺のうちにくるか……どっちがいい？」

　また、選択肢を与えられた。ひよりは少しだけ迷うそぶりをみせる。このまま別れないということは、つまり。大人の男女が二人で夜を過ごすということだ。

「……私が選ぶんですか？」

「迷っているみたいだから」

　ずるい、と小さく呟くと、貝原がにやりと笑う。

「選択肢をあげているんだよ」

　もちろん、離れがたい。しかし、それを口にするのは、はしたないのでは？　とも思ってしまう。迷いに迷ったひよりは、車のドアに手をかけた。先ほどは開かなかったが、こんどはすんなりと開く。貝原が少し不安そうに眉をひそめている。その姿が何故かかわいく見え、少しだけ胸がすく思いだ。

「……えと、少しお時間をいただくかもしれないですけど」

「……え？」

　心底驚いたようにきょとんとしている貝原を見て、ひよりはまた笑いを零した。

「意外ですか？」

「いや、違う」

　すかさず返ってきた言葉に、どうしても我慢できず、声を出して笑ってしまった。

「ふふ、先生、おもしろい」

「っああ……くそ、振り回されているな」

　頭をがしがしと掻いて悪態をついているが、声色はとても優しい。ゆっくりと車を下りて、視線を合わせた。

「三十分……位で戻ってきます」

「うん……わかった。俺も買いたいものがあるから、また三十分後に迎えにくる」

「……おねがいします」

　貝原が頷いたのを確認して、ドアを閉めようとした。

「待って」

　貝原が手招きをする。身を乗りだして体を屈めると、頭の後ろを掴まれ、ぐい、と引っ張られた。

「っ」

　貝原の顔が少しだけ傾くのが目に入る、まるでスローモーションのように、ゆっくりと端正な顔立ちが近づいてきた。そして、そのままゆっくりと唇が重なる。舌の交じり合わない優しいキス。けれども、唇で唇を甘噛みされ、まるで愛撫のようなキスだった。重なる時と同じように、ゆっくりと貝原が離れていく。

「笑った顔、すごくかわいい」

「っ」

　とろける様な笑みとともに、貝原はひよりの体を軽く押した。その勢いのまま、ふらりと後ずさる。そしてドアを閉めると、スマートに車を発進させた。

「……やられ、た」

　笑った仕返しをされた。ひよりは赤くなる頬を冷ますように、自分の手を当てる。全身火照った体は、その程度ではちっとも治まらなかった。




　部屋着、下着、歯ブラシ、メイク落とし、スキンケアセット、化粧ポーチ……後は何が必要か。大きめのボストンバッグに詰め込んだものを出しては戻しを数回繰り返しながらひよりは唸っていた。

「勢いのまま言っちゃったけど、本当によかったのかな」

　悩み、自問自答するが誰も答えてくれない。時計を見て、ひよりは慌てて荷物をまとめた。洗面所の鏡で、先ほどの触れ合いで乱れた髪を直す。化粧直しもついでに行い、最後に口紅を塗ろうとした。

「やだ、真っ赤……」

　色付けなど必要ないほどに赤く染まった唇。唇だけではない。頬も、額も、首までが真っ赤だった。

「……もう、恥ずかしい」

　赤くなった理由を思い出せば出すほど、赤みは増していく。リップを塗るのを諦めて、ひよりは洗面所を後にする。

「あ、下着……」

　思い出してしまった下着事情に、ひよりは慌ててニットの襟ぐりを引っ張る。その中には、店舗で一目ぼれしたサックスブルーに、白レースで縁取られたブラジャーがあった。ひよりが今一番お気に入りの下着だった。

―（これなら大丈夫そう……）

　なんて、言い訳していたが、本当は今日の服装も、下着も、今自分が一番お気に入りのものだった。胸が目立たないもの、なんて言い訳していたが、結局は貝原によく見られたかったのだ。

「……」

　自分の浅ましさにまた、気づいてしまう。

（それでも）

　自分が決めて、前に踏み出した。自分を隠して生きてきたひよりにとって、この一歩は大きなものだった。元来、明るく、よく笑う自分を思い出す。ぐるりと振り返って、洗面所の鏡の前に再度立つ。

　ゆっくりと口角をあげて、目尻を引っ張り、無理やり笑顔をつくる。

「っ、ふふ。変な顔」

　久しぶりに見た自分の笑顔は、思ったよりも格好が悪かった。そして、深呼吸をして、今まで無理やり作ってきた表情を鏡の前に映し出す。口を真一文字に結んで、笑わないようにしてきた顔は、先ほどよりもずっと不格好だった。

　どちらがいいかなど、一目瞭然だ。

「うん……」

　未だ呪いの言葉を思い出すと、心が締め付けられる。しかし、先ほどの貝原の言葉が、その締め付けをほどいてくれた。

（もう一度信じてみよう）

　おかえりなさい。鏡の前の自分にそう語りかける。明るくて、よく笑う自分に、久しぶりに会えた。ひよりは、よしっと気合いを入れると、急くように玄関に向かった。

　お気に入りのパンプスに履いて、ドアを開ける。逸はやる気持ちを抑えきれず、ひよりは駆け出す。先ほどよりもぐっと下がった気温が、火照った体を冷やしていく。吐く息が白く見えて、深秋から初冬への移ろいを全身で感じていた。今まで俯いて過ごしてきた時には気づかなかった季節の移り変わりを全身で感じる。

　笑い、恋することはこんなにも人を変えるのか。単純な自分に、都合がいいんだからと一言言いたい気分だった。けれども、決してネガティブな気持ちではない。

（まあ、こんなに気合いを入れてたって、先生はそんな気ではいないかもしれないしね）

　少し強引だったが、常に紳士的だった貝原。それを思い出せば、自分は考えすぎかもしれない。変わった自分に浮かれていたひよりは、そんな風に軽く考えていた。
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「っ、あ、待って……」

「待たない」

　リビングへ案内された後すぐに、後ろから抱きしめられた。ぬくもりと、厚い胸板、優しい腕に捕らわれたひよりは身動き一つ出来なかった。顎を掴まれ、後ろを向かされる。そして、噛みつくように唇を重ねてきた。上を向かされ、息がしにくい上に、呼吸を忘れてしまうような激しいキスだった。ひよりを抱きしめていた腕がゆっくりと下がり、ニットの裾から侵入してきた。待ってほしいと懇願しても、貝原は聞き入れてくれない。

　貝原にそんな気はないかもしれない。なんて甘い考えだった。車に乗り、家に案内されるまでは、照れながらも一緒に居られる嬉しさが勝っていた。しかし、ひよりがどれだけ努力しても住めないようなマンションに案内され、一瞬怯んだ。貝原がハイスペックな医者だと気づいてしまった。一瞬後ずさってしまった時から、貝原の態度が変わってしまった。急ぐように手を引かれ、半分引きずられるようにリビングに押し込まれた。

「あっ」

　貝原の大きな手が、生肌を撫でた。先ほどまで外にいたせいか、貝原の手はとても冷たかった。その冷たさに思わず声をあげてしまった。鼻にかかるような甘ったるい声だった。

「かわいい」

　耳たぶを甘噛みされながら、そう囁かれる。鼓膜が震え、脳髄まで染み渡るような、熱情を含んだ声だ。足の力が抜け、貝原にもたれかかるように体を預ける。不可抗力だったが、自力で立っていられなかった。

「絶対に大切にするから」

　決意めいた囁きを一言一句、耳が拾う。ひよりの過去に対してだと分かっていたが、その一言で喜びが全身を駆け巡った。

「もう、逃がさない」

　ゆっくり振り返って、貝原の背中に腕を回した。今日から自分は変わるのだ。過去を捨て置き、新しく恋を始める。自分が好きになった人をもう一度信じるのだと、決意していた。

「きっともう、ずっと」

　逞しい胸に、頬を寄せた。自分のものでは無い鼓動を全身で感じる。素人のひよりにでも分かる早い鼓動。もしかしたら、貝原も自分と同じで緊張しているのかもしれない。そう思えば、自然と心が凪いだ。

「捕らわれています。先生に。ずっと」

　顔は見えないが、貝原の息を飲んだ音が聞こえた。沈黙が続き、心配になってそっと上をみる。すると、読めない表情でひよりをじっと見つめている貝原と視線がかち合った。

「……なるべく、優しくするけど」

「……」

「俺を煽ったのは、ひよりだからね」

「……は、い」

　覚悟はもう、出来ていた。そんなひよりの決心を見透かしたように、貝原が髪をゆっくりと撫でる。

　リビングに入った時のような乱暴さはなく、手を引かれて寝室に連れていかれた。シャワーを、とダメ元でお願いをしたが、貝原は無言で首を横に振った。聞き入れてくれる様子もないため、早々に諦めるしかなかった。ベッドに案内され、改めてこれからすることを実感する。貝原が明かりを調整し、ほのかなオレンジ色に照らされた室内には隠微な雰囲気で溢れていた。

「考えないで。感じて」

　先ほどは留まってくれた手が再度体を撫でる。ニットをゆっくり脱がされ、そのままベッドにゆっくりと押し倒された。タートルネックの温感インナーのみになり、隠していた体のラインがあらわになってしまう。ひよりは思わず手で胸を覆う。

「大丈夫だよ」

　優しい声は、何もかも見透かしているように思える。ゆっくりとインナーを脱がされ、ブラジャーがあらわになった。恥ずかしがる暇もなく、頬に唇が落ちてきて、優しく髪を撫でられる。ひよりは頷くと、伸ばして貝原の首に手を回した。ぐっと近くなる距離に、違和感はもう無い。自ら唇を寄せると、貝原が覆いかぶさってくる。噛みつくようなキスに、ひよりは圧倒されてしまう。貝原の舌が、ひよりの口内を愛撫する。互いの体温が混ざり合う。キスに溺れていると、胸部に感じている独特の拘束から解放される。ブラジャーから解放されたふくらみが、ただの布と化したブラジャーを押し上げた。ゆっくりと肩ひもを抜かれる。その手つきも優しい。先ほどは違い、穏やかに進む時間。心地がいいのも事実だが、暗に言えば、手慣れているのだ。貝原の経験の多さを感じられ、ひよりは胸の奥がちくりと痛む。

「……どうしたの？」

「いえ……」

　手慣れているなど、口にしたくない。これだけ顔もよく、優しい貝原の女性遍歴など考えたくもないが、どうしても顔に出てしまったようだ。自分勝手な思いに、ひよりはまた自己嫌悪を覚える。

「……心配しないで」

「……え？」

「ひよりだけだよ」

　二つのふくらみの中心に唇が落とされる。小さな痛みを感じる。唇が離れていくと、赤い花が咲いていた。まっすぐに視線が絡み合う。そうだ。自分はこの人を信じると決めたばかりだった。ひよりは少し拗ねたような表情を見せる貝原の額にキスをする。

「面倒くさい女でごめんなさい」

「そんなことない。やきもちだってかわいいよ」

　ひよりの謝罪を合図に、愛撫が再開された。ふくらみに手が伸びると、優しく揉みしだかれる。それに反応して、先端にある乳首が膨らみ、色づいてくる。時折、指がかすめると、鼻に抜けるような声が漏れた。

「んっ」

　かすめるだけだった指が、次第に大胆な動きを見せた。時に弾かれ、時に摘ままれる。

「ああ……っ」

「気持ちいい？」

　その問いかけに、ひよりは小さく頷く。にやりと不敵な笑みを見せると、貝原は見せつけるようにひよりの色づいた乳首に舌を這わせた。見せつける様な動きに、思わず目を逸らした。しかし、視覚を奪われると、余計に敏感になってしまう。ふくらむ乳首を縁取るように舌が動く。気持ちいいよりも、もどかしさが先行した。そう感じていると、じゅ、と水音を立てて吸われる。緩急をつけた愛撫に、翻弄されていた。まるで貝原の本質を表したかのような愛撫だ。ぼんやりする頭でそんなことを考える。

「何考えてる？」

　貝原が来ていた服を脱ぎ捨てる。集中していなかったことに気づかれた。ふくらみ、敏感になった乳首を甘噛みされる。びりびりとした刺激が全身をめぐった。

「ん、あぁっ！」

「ひよりの悪い癖。俺に集中して」

　乳房というふくらみで遊んでいた手が、白い肌の上を滑っていく。薄紙で撫でられているようなくすぐったい感覚に、思わず口元を緩めた。

「ん、ふ……っ」

「くすぐったい？

「あ、ん……ふふふ。うん」

　思わず笑いが零れてしまう。しかし、貝原は満足そうに口元を緩めている。

「笑って。たくさん笑顔を見せて」

　懇願にも近い声色だ。ひよりはどきりと胸を高鳴らせた。こんな時でも優しい貝原に、胸は愛しさでいっぱいになった。思わず腕を伸ばして貝原に抱きつく。

「ん？　どうした」

「……っ、せんせい。好きです……」

　感極まって場にそぐわない告白をしてしまう。愛しさが溢れてどうしようもなかった。言葉にしないと、パンクしてしまう。ひよりは何度も愛の言葉を紡ぐ。

「ひよりが傷ついたぶんだけ、俺が愛しているって言うから」

　その言葉に、愛しさが涙となって溢れ出てくる。頷くことしかできない。しかし、貝原は分かったように、ひよりの頭を優しく撫でた。涙が零れる前に、唇で吸い取られる。優しいぬくもりをあちこちに感じ、これ以上ない幸福に包まれていた。

「愛してるよ」

「っ、わたしも、です」

　唇が重なる。体温が重なり、交じり合う。キスを交えている間に、ひよりのショーツが取り払われた。体を撫でていた手が、太ももの間に滑り込んでくる。くちゅり、と小さな水音が鼓膜に響いてきた。優しい愛撫に、心も体もすっかりとろけ切っていた。貝原のことを思うと、体の奥底がうずき、蜜が溢れ出る。太い指が中心部を撫でる。潤んだ蜜の中に隠れる蕾を、優しい指が見つけたらしい。蜜を塗り付けるように、指が上下に動く。

「あっああん！」

　指の動きに合わせて、はしたない声が漏れる。抑えるすべはなく、ひよりはされるがままだった。数度擦られたのち、あっけなく絶頂を迎える。全身が強張り、貝原の背中に爪を立てる。それでも、蕾への愛撫は止まなかった。

「ひ、ぃっ、あっん、うう！」

　だらしなく口を開き、ただ声を出す。そんなひよりを見て、貝原は嬉しそうに口元を緩めていた。そして、その絶頂の余韻も冷めやらぬまま、太い指がぬるりと、閉ざされた場所に侵入してくる。思いがけない刺激に、ひよりはまた、全身を震わせ、達する。

「はぁ……」

　荒い息を整える暇もなく、中を擦られる。器用な貝原は、ひよりの良い所をすぐに見つけ、重点的に攻め立ててくる。時折キスを交え、色づいた乳首を摘ままれる。絶えずやってくる快楽に、ひよりは身を任せるだけだった。何度達したかわからない。蜜がとめどなく流れ出し、シーツを濡らす。

　また、絶頂を迎えようかという時だった。じゅぷ、と激しい音と共に、指が抜かれていく。急に訪れた喪失感。ひよりはもの悲しさを覚え、貝原を見つめる。

「……いい？」

　ひよりの蜜で濡れた指を舐り、貝原がそう問うてきた。小さく頷くと、貝原がどこから取り出したのか、正方形のパッケージを口で開ける。その粗雑さに、貝原の新たな一面を知る。視線を下にずらすと、そそり立つ、貝原の陰茎が飛び込んできた。あれが。そう想像すると、身を任せ、喘いでいたはずなのに、羞恥心が一気に蘇ってくる。一瞬冷静になりかけた時だった。

「だめだよ」

　ぐちゅ、と中への愛撫が再開される。片手でゴムを。もう片方の手で、ひよりへの愛撫を。器用な貝原に、ひよりは再度快楽の渦に放り込まれた。そして、もう一度指が引き抜かれた。その瞬間、指よりももっと大きなものがひよりの中に侵入してきた。

「あっ、ん……！」

　感じたことのない質量だ。腹の奥底まで貫かれる。しかし、潤んだひよりの中は、貝原のものを全て飲み込んでいた。

「っ、は……す、げ」

　貝原の喉仏が上下する。汗に濡れたそこから貝原の色気がにじみ出ていた。じっくり観察をしていると、ひよりよりも先に冷静さを取り戻した貝原がゆるゆると腰を動かす。

「や、ま……って」

　奥を突かれ、感じたことのない快感がひよりを襲った。待ってほしいと懇願する。しかし、ひよりの中は、貝原の動きを待ち望んでいるように、うごめいている。自分でもすぐに分かってしまった。貝原が欲しいと。

「動くよ」

　そう宣言されてすぐに、ゆっくりだった腰の動きが、早まる。じゅ、じゅ、と卑猥な水音を響かせ、貝原のそそり立つ陰茎が出入りする。だんだんと早まる動きは、ひよりを翻弄した。抗うことのできない快楽が、何度も押し寄せる。熱を分け合い、すっかりとろけ切った蜜壺は、貝原の全てを受け入れていた。

「ん、はぁっ、いっ……ああ……」

　蜜を絡めた音が寝室に響く。恥ずかしいという気持ちは消え去り、ただただ快楽に身を任せる。貝原はまだ余裕があるのか、ひよりの唇にキスを落とし、時に乳首を愛撫したりなど、ひよりの体を堪能している。されるがままのひよりは、喘ぎ、時に「先生」と縋るしかなかった。

「せんせ……」

　ひよりがそう口にするたび、貝原は眉をひそめる。何かあるのか。と疑問に思うが、与えられる快楽のせいで思考がまともに働いてくれない。

　貝原の腰の動きが速くなり、互いに余裕が無くなった時だった。

「……ひより」

「っ、ああ」

　名を呼ばれ、ぎゅっと抱きしめられる。耳元で「愛している」と何度も囁かれる。貝原の愛を一心に受け、ひよりは今日一番の高い声をあげて、絶頂を迎えた
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「なあ」

「……はい」

　パッケージのごみが、一つ、二つ……なんて数えながらぼんやりしていた。すると、背後からぎゅうぎゅうに抱きしめている貝原が口を開いた。

「いつまで先生って呼ぶの？」

「……？」

　言われている意味が分からない。しばらく考えたのち、情事中の眉をひそめた貝原の顔が浮かんだ。

「あ」

「理解した？」

「はい……すみません」

「で、どうする？」

　どうするとは？　と聞かずとも理解できる。貝原は呼び方をどうするのか聞いているのだ。貝原一久。何度も目にしている名だ。しかし、ずっと先生と呼び続けているため、今更呼び方の変更をするのは少々困難だ。

「……貝原さん？」

「却下。むしろ、先生呼びより悪い」

　ひよりの髪をくるくるといじりながら、貝原はすげなくひよりの提案を一掃した。うんうんうなりながら呼び方を考える。一久さん……は、ちょっと奥ゆかしすぎる？　一久……呼び捨ては精神衛生上無理。かず、かずぴー、かずっち……。どんどん遠ざかる考えを見抜いたのか、貝原がいじっていた髪を少しだけ引いた。

「変な方向に行ってないか？」

「あ、ばれました？」

　ふふふ、と笑みを零すと、貝原は嬉しそうに口元を緩めた。

「当ててやろうか？」

「え？　わかります」

「ひよりのことだから……そうだなあ。さん付けや呼び捨てはなさそうだな。かずっちとか斜め上の方向に考えてただろう」

「おお～正解！」

　ぱちぱちと拍手をすると、小さく後頭部を突かれた。急かされるような動きに、ひよりはもう一度、考える。

「かずくん」

「……かずくん？」

　少し、いじわるで、でも優しくて愛に溢れている。親しみを込めて思いついた呼び名は、しっくりきていた。

「かずくん」

「……なんだか子ども扱いされている気が」

「そんなこと、ないですよ」

　くるりと振り返って、間近にある貝原の鼻を突く。かずくん、ともう一度呼ぶと、仕方ないなと優しく微笑まれた。ひよりは小さく頷き、もう一度、かずくんと声をかける。

「ひより」

　ぎゅうっと抱きしめられる。生肌で感じる一久の体温に、自然と笑みが零れる。

「ずっと、俺の側で笑っていて」

「……はい」

　ひよりは広い背中に腕を回し、少し早い鼓動を感じながらそっと目を閉じた。幸せを噛みしめながら。
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「羽田さん、なんだか明るくなった」

　有久が椅子のキャスターを転がしながらひよりの隣に並んだ。予告なく近づいてきた顔に、ひよりはおののく。今日はめずらしく、急患もなく、入院患者も少ない。そのためか看護師たちの動きもいつもより穏やかだった。

「笑うようになった」

「そ、そうですか？」

　ごまかせないと分かっていてもそ知らぬふりをする。有久がまた顔を覗き込んでくる。そこから逃れるように首を逸らすと、隣から笑い声が聞こえてきた。

「これも先生のおかげか～」

　ひよりはぐるりと振り返り、有久の口をふさいだ。

「ちょ！　何で知って！」

　貝原との付き合いは内緒にしているつもりだった。しかし、有久のこの口ぶりは全てを知っているようにも聞こえる。今の自分の態度が全てを暴露しているとは知らず、ひよりはきょろきょろと周りを見渡す。

「だって、貝原先生が目に見えてご機嫌なんだもん」

「……へ？」

「知らないの？　貝原先生が羽田さんを狙ってたこと、みんな知ってたよ」

「う、うそ……！」

　ひよりは思わず、頬に手を当てて、驚きを表す。そんな素振りは無かったうえ、なんなら、貝原は有久に恋をしていると思っていた。

「嘘じゃないよ。結構分かりやすいアプローチしてたじゃん」

「……し、知りませんでした」

　思い当たる節が全くない。今まで付き合いを隠していた自分の努力と、「みんな」がどこまでなのかを想像し、ひよりはがっくりと肩を落とす。少なくとも、有久が知っているということは病棟スタッフも全員知っていると言っても過言ではない。けれども、貝原は看護師達にも絶大な人気があった。付き合いを初めて一ヵ月ほど経過しているが、誰も何も言ってこない。知られているなら、「お前みたいな女が先生の彼女？　ふざけるな」と、言われてもいいはずだ。

「ちなみに、皆先生にけん制されているからね」

「けんせい……？」

　ひよりは首を傾げる。有久は、口元に手を当てて、わざとらしくにひひ、と声を出した。

「僕の可愛い彼女だからね。みんな、優しくしてねって」

「……はい？」

　有久は、貝原の真似をしているのか、少し低めの声でキザったらしくそう言った。

「いつだったかな？　彼女が出来たって噂が少し流れた時に詰め寄った看護師にそう言っていたよ」

　嘘でしょう。ひよりは頭を抱えた。一人内密にと頑張っていたが、当の貝原は隠すつもりなどなかったようだ。自分の努力はいったい何だったのか。しかし、内緒にするなど口裏を合わせたわけでもない。職場で円滑に過ごすためには普通は内緒にしておくものではないのか。ひよりは巡る考えに頭を悩ませた。

「ふふふ」

　隣で笑い声が聞こえ、俯いていた顔をあげた。誰が笑っているかなど、すぐに分かる。

「笑わないでください」

「ごめんね。でも、かわいくって」

　なおも笑いを隠さない有久に、ひよりはむっと口を尖らせた。他人事だと思って！　と、呟くと肩を叩かれた。

「最近、羽田さんの表情が豊かになったって皆言ってるよ。前はこう、無理してるみたいだったから」

　有久も気づいていたのか。と、ひよりは自分の稚拙さを恥じる。俯き、小さくすみませんでした。と謝罪する。しかし、有久は笑みを崩さぬまま、首を横に振った。

「力になりたいってずっと思っていたの。だから、貝原先生が踏み込んでくれてよかった。前よりずっといいよ。すごく、かわいいから」

「有久さん……」

　優しさに溢れた有久に、ひよりの胸の奥がぽかぽかと暖かくなった。そして一時期のひどい態度を振り返り、もう一度有久に謝罪した。自分勝手な思いで有久を傷つけていたのだ。

「ううん。いいんだよ。過去に傷ついた経験は、中々難しいからね。私も昔か～～なり尖ってたけど、いい人に出会って丸くなったからね」

　そう言って有久は、笑顔に影を落とした。もしかしたら、有久も何かあったのかもしれないと邪推してしまう。探るのは簡単だが、今有久は笑顔で過ごしている。ひよりは、ゆっくり口元に笑みを浮かべる。

「有久さんがそう言うなら、よっぽどいい人なんでしょうね」

「そうなの。少し抜けているんだけど、優しいの」

「結婚式で会えるのを楽しみにしていますね」

「ぜひ！　でも、もう緊張してきてるんだよ。気づいたら、あと一ヵ月ないでしょう？」

　その後は、結婚式の準備がいかに大変かの話になった。こうして穏やかに日常を過ごせるようになり、ひよりは今までにない心地よさを感じていた。雑談に花を咲かせていたら、ばたばたと慌ただしい音が廊下から聞こえてきた。

「ごめん。羽田さん。急患が入りそう！　しばらくしたら手術になりそうだから、ベッドネームとカルテの準備をお願いできる？」

　師長が二人の所に顔を出し、ＰＨＳ片手に早口でそう告げてきた。急患と聞いて、有久の表情が一変する。

「あ！　はい！」

「ごめんね。あと、個室が空いていると思うんだけど……そこに入れてもらっていい？　代金は払ってもらえるから」

「はい。わかりました」

　緊急入院で個室は珍しい。術後管理ベッドは空いているため、よほどのＶＩＰなのか？　とひよりはベッドネームとカルテ作成をしながらそんなことを考える。しかし、師長の顔には、ほとほと疲れたと言った表情が見て取れる。

「患者名は、勝山唯人。男性、二十八歳。病名は、右上腕骨近位端骨折と右足の重症捻挫……はい……主治医は貝原先生ですね」

　師長の声に合わせてベッドネームを作成していたひよりの手が止まる。今師長が告げた名前には聞き覚えがあった。体の血の気が一瞬で引いていく。パソコンを打つ手も震え、まさか、そんなという思いがいっぱいだった。

「羽田さん？　大丈夫？　顔色が悪いわよ？」

　いつの間にか通話が終わっていたのか、師長がひよりの顔を覗き込んでくる。慌てて顔をあげ、首を横に振り、「大丈夫です」と大きな声で返事をする。師長はなおも無理しないようにと言ってきたが、大丈夫ですと笑顔を浮かべた。

「あの……入院する人って……」

「ああ……なんだか、ふざけてて階段から落ちたらしいのよ。学生かと思ったら、サラリーマンだっていうから。外来でもすっごい騒いで先生たちも大変だったっていうから……個室に入っていたほうがみんなの気が楽でしょ？」

「そう、ですね」

　ふざけて階段から落ちた。ひよりの思う通りの人物なら、そんなことがあってもおかしくないと思ってしまう。同姓同名の違う人でありますように。そう願いながらひよりは、個室の準備のため、席を立った。

　しかし、そんな願いはすぐに打ち消された。

「いて～！　痛いっていってんだろう！　少しは優しくしろよ！」

「ゆいとぉ～大丈夫？　かわいそう～」

「スーツとシャツを破られるし。なんだよこの病院、マジふざけんなっての」

　聞こえてきた声に、ひよりは体を竦ませた。車いすに乗ってこちらにやってくるのは、ひよりが一番会いたくない人物だった。

　呪いの言葉を植え付けた、ひよりの元彼氏。勝山唯人だった。

　隣には、女性が寄り添っている。ひよりとは正反対の、スレンダーで背の高い女性だった。やはり自分は唯人の好みからかけ離れていたのだと改めて知らされた。

「スーツもシャツも脱がせようとしたら痛がって無理だって泣いたのは誰ですか。それに、安全のために切りますよと先生が言ったら早くしてって泣いたのもあなたですよ」

　外来看護師にぴしゃりと言われているが、唯人はなおもぶつぶつと文句を言っている。ひよりはそのやり取りを見て、思わず眉間に皺を寄せた。自分勝手な物言いと行動。真っ先に感じたのは嫌悪感だった。病衣を羽織り、右手には三角巾。右足首にはアイスバッグが置かれている。見た目から、重症だとすぐに分かる。

　患者の立場である唯人にどう対応すべきかと考えているうちに、車いすが横を通り過ぎていった。ひよりは唯人に気づいたが、向こうは気づかなかったようで隣を歩く彼女に向かって悪態をついている。そのことに胸を撫でおろしていると、前からばたばたと貝原が駆け寄ってくる。珍しく狼狽を表情に浮かべている。そのまま通り過ぎるかと思ったが、ひよりの前で立ち止まり、小さく息を吐いた。

「……今日は遅くなる」

「はい。わかりました」

　待っていると伝えられれば良かったが、貝原はそれだけ伝えると、また駆け出した。先ほど唯人と再会したことで尖った心が一瞬にして柔らかなものへ変わる。

（そうだ。私は今ひとりじゃないから）

　ひよりを変えるきっかけとなった人物を思う。そして、「よし」と気合いを入れると、自分の業務へと戻った。

　唯人は予定していた通りの手術を施行した。医療事務であるひよりは唯人と関わることはほとんどなかった。しかし、看護師たちは大層苦労しているのが目に見えて理解できた。

　唯人は典型的な迷惑患者だった。個室なことをいいことに、友人たちを呼び、消灯を過ぎても騒いでいることがあった。それだけではなく、担当する看護師にいちゃもんをつけたり、自分好みの看護師を呼びつけたり、やりたい放題していたのだ。もちろん、看護師長が対応し、「うちはキャバクラではありません」とはっきり言ってくれたため、入院当初よりましになった。しかし、唯人は痛みに弱く、すぐに音をあげてしまうため、リハビリにも遅れが出ていたりしていた。神経・血管損傷もあり、重複骨折もみられたため、実際重症なのは間違いない。しかし、認定病院を受けている当院は、退院時期も決まっている。それに合わせての退院指導を行っているが、唯人は全く受け入れようとしない。個室での入院生活がよっぽど居心地がよかったのだろう。

「仕事も行かなくていいからラッキー」

　と騒いでいるのを部屋の前で聞いてしまった。

　しかし、ついに主治医である貝原から、退院決定の指示が出た。看護師たちは喜び、ひよりもほっと胸を撫でおろした。ここの所、貝原は病棟勤務に加えて、担当しているプロチームが優勝争いに絡んでいるため、出張が多くすれ違いの日々が続いていた。そのため、唯人のことを話す機会を失っていたひよりとしては、何事もなくこのまま唯人が去ってくれることを祈るのみだった。

　しかし、最後の最後でひよりに難関が訪れた。退院決定が出るということは、おおよその支払額を伝えなければならない。入院時には限度額適用認定証の説明や高度医療費制度の説明をしたときに顔を合わせている。しかし、あの時唯人は自分のことに精いっぱいだったようでひよりに気づく様子は無かった。

（まあ、あれだけ彼女がころころと変わる人間だったら私の事なんて覚えてないよ）

　あんな騒がしくて、人に迷惑をかける男の言葉に縛られていたなど、今になって馬鹿らしくも思えた。ひよりはおおよその概算を手に、唯人の病室へと足を運んだ。

「失礼します」

「は～い」

　いつもは騒がしい病室が珍しく静かだった。ひよりはゆっくりと病室に足を踏み入れる。

「入院費の概算が出ましたので、お知らせさせていただきます」

「あ～。悪い、ちょっとこっちまで持ってきて？」

　平坦な声が返ってきたため、ひよりは疑うことなく病室の奥に足を踏み入れる。唯人はベッドの上で、本を読んでいた。しかも、表情は至ってまじめだった。見たことない表情に、ひよりは驚く。手に持っている本は、資格試験のためのか何かのように見えた。

「ごめん。ここ」

　唯人が指さした先は、ベッドすぐ横の床頭台しょうとうだいのオーバーテーブルだった。

「わかりました」

　指示されたように、オーバーテーブルに封筒を置こうとした時だった。その手を誰かが握った。

「っ！」

「やっぱり。確信はなかったけど。ひよりだろ？」

　驚き、息を飲む。視線が合うと、気づかれたくない事実を唯人が口にした。ひよりはごまかそうとしたが、それよりも前に、ぶらさがっている名札を見られてしまった。

「羽田、ひより。ほら、やっぱり。久しぶりだなあ」

「あ……」

　以前と変わらず、明るい調子で話しかけてくる。馴れ馴れしい態度に、嫌悪する。しかし、唯人はひよりの嫌悪に全く気づかない。しかも、腕を引かれてバランスを崩しそうになる。すんでの所で踏ん張ったが、二人の距離が縮まった。

「お前、ここで働いてんだ。しかも……へえ。可愛くなったじゃん」

　唯人の不躾な視線が下から上へとゆっくり移動していく。顔をねっとりとした視線で見つめられた後、ひよりの胸部で視線が止まった。それを目の前で見せつけられて、恐怖で肌が粟立つ。

「やめて……」

「なんだよ。つれないな～昔仲良くしただろ？　色々、さ」

　性的な含みを持たせた言い方は、不快感しかなかった。掴まれた腕を振り払おうとしたが、強い力に阻まれた。

「笑い方が下品で、萎えてたけど」

　唯人の口から出てきた下品という言葉。忘れていたはずの呪いが、唯人の声と言葉ですぐに蘇ってくる。笑われ、時に罵られひよりから笑顔と明るさを奪った張本人が目の前にいる。

　それを思い出してしまうと、恐怖がひよりを支配した。体が震え、何も抵抗が出来なくなってしまう。

「今のお前なら、楽しめそう」

　もう一度腕を引かれる。先ほどは踏ん張りが効いたが、恐怖に支配された体は、その力に抗えない。ベッドに片足を付く形でさらに唯人に近づいてしまった。

「彼女さ、細くて美人だけど、物足りないんだよな。主に、ここが」

　そう言って見つめてくる場所はもちろん、胸だった。

「だからさ、ちょっと楽しませてよ」

　骨折した腕がひよりの胸部に伸びてくる。

「やめて！」

　恐怖を振り払うように、ひよりは叫ぶ。胸に触れそうになっていた手がすんでの所で止まった。

「ちょ、何ムキになってんの？　冗談に決まってんだろ？　相変わらず空気、よめねえな」

　冗談。ひよりはその一言に、めまいを感じる。ひよりが傷つき、自分を失う程の呪いをかけた男は、何もかを『冗談』で済ませてしまう。あまりの衝撃に、言葉を失う。

「ちょっとはいい女になったかと思ったけどよ。相変わらず所作が下品だよな。あ、思い出した。笑った顔、下品だったよなあ。少しはよくなったか？　笑って見せろよ」

　ひよりが何も言わないのをいいことに、唯人は調子に乗っているようだ。再び口から吐き出された「下品」という言葉は、ひよりの心をまた縛った。口を真一文字に結び、唯人の暴言に耐える。手が震え、呼吸もうまくできない。

「おっぱいくらいしか能がないんだからよ。素直に俺に従ってろよ。昔のよしみで、少しくらい相手してやるぜ」

　べらべらとしゃべる声がやけに遠くに聞こえた。この感覚には覚えがあった。唯人と付き合っていたころ、何を言っても聞き入れてもらえないと悟った。その時の感覚によく似ていた。

　たくさんの愛をもらったはずだったが、この声と言葉で、ひよりは簡単に過去に縛られてしまう。

「今は激しいのは無理だけど。上に乗って腰を振ってくれてもいいんだぜ？」

　唯人の手が再び伸びてくる。

　――ひよりが傷ついた分だけ、俺が愛しているって言うから。

　ひよりの胸に、唯人の手が触れそうになった瞬間。初めて貝原と体を重ねた時に言われた言葉を思い出す。朝起きたとき、家を出るとき、帰ってきたとき、二人でテレビを見たとき。ささやかな日常を過ごすたびに貝原はひよりに愛を囁いた。もちろん、ベッドの中ではひよりが恥ずかしくなるほど愛を伝えられる。今、この時。唯人にされるがままということは、貝原の愛を裏切ることになる。ひよりが、「かずくん」と口にするたびに、嬉しそうに微笑む貝原の愛を、ないがしろにすることなど、絶対に出来ない。

　貝原の愛を思い出し、震える体を叱咤して手をよける。これ見よがしな舌打ちが聞こえた。そしてまた、冗談だよと口にした。

「唯人はいつもそうだったよね」

「はあ？」

「冗談だって。私が傷つくからやめてっていうと、いっつもそう言った」

「……本気にしてたってことか？　相変わらず、単純なんだな」

　心底呆れたような物言いに、ひよりは顔をあげる。今目の前にいるのは、貝原の言葉を借りるなら、最低のくそ野郎だ。

「唯人が、どう思うかじゃない！　私がどう思うかだよ。私は一杯傷ついた。笑えなくなった。でも、今は違う！　昔みたいに、唯人の言葉に惑わされたりしないんだから！」

　一気に思いを口にしたため、息が切れた。唯人は反論されると思っていなかったのだろう。ぽかんと口を開けている。ついに言ってやったと、ひよりは清々しい気持ちだった。しかし、唯人はすぐに顔に怒りを乗せた。

「黙って聞いていれば、調子にのりやがって！」

　唯人が先ほどまで読んでいた本を手に取る。そして、怒り任せにひよりに向かって本を投げつけてくる。「下品なのはどっちだ」

　バシン、と高い音が病室に響いた。そのあとすぐに、肩をぐい、と押された。何かが目の前に現れた。見たことのある背中に、ひよりは驚く。声と背中で誰だかすぐに分かってしまう。先ほど投げつけられそうになった本が床に転がっていた。

「当職員への余計な接触は禁じられています」

「職員って……こいつと、俺は」

「こいつとか言うな。ひよりが汚れる」

　目の前に現れた貝原に、ひよりはこれ以上ない安心感を抱く。安心と共に溢れ出てきたのは涙だった。けれども、ここが職場だということを思い出して、ひよりはぐっと涙を堪える。

「っ、先生、こいつのこと好きなの？　っていうか、こいつやばくね？　笑い方とか所作とかめっちゃ下品……」

「こいつと言うなと言っただろう」

　地を這うような低い声だった。貝原の怒りを全身で感じる。後ろにいるひよりですらぞっとするような怒りだ。目の前に対峙している唯人はさぞ恐ろしいだろう。

「別に！　元カノなんだから何を言ったっていいだろう？」

「ほお……」

　元カノ、ね。一久が振り返る。怒りを滲ませた視線に「なぜ言わなかった」という言葉がありありとにじみ出ていた。ひよりはごめんなさいと音に乗せず謝罪をする。貝原は、仕方ないと肩をすくませて、再度唯人に向かい合った。

「勝山さん。ここからは私情ですが」

「……はあ？」

「こんなに可愛くて優しい子に、言い放った言葉は一生消えません。だけど」

　不穏な空気を感じたひよりは、背中から顔を出す。すると、貝原の手が、唯人の頬を掴んでいる。

「俺がその分一生幸せにするから。お前は、指しゃぶって見てろ」

　一生幸せにする。その一言に、ひよりは不謹慎ながら喜びを覚えた。先ほどまで恐怖に支配されていた体に体温が戻ってくる。頬を掴んでいた手が離れて、唯人が何か騒いでいる。「暴力だ」「訴えてやる」だの、小物のように騒いでいる。

「勝山さん」

「っ、なん、だよ」

「上司の方が面会に来ていましたよ？」

「……へ？」

「あなたが、当職員に投げかけた言葉、聞かれていないといいですね？」

　行こう。貝原に背中を押されて、病室を後にする。このまま終わっていいのか。ひよりは、足を止めて、振り返る。

「ゆ、……勝山さん」

　唯人、と呼びそうになってしまったが、すんでの所で止める。ひよりの声掛けに返事はない。

「何か言う時は、もう少し物を考えて口にしたほうがいいよ。私たちはもう大人だから、口にした言葉に責任を持たないといけないと思うの。今の彼女さんにも……下品とか、物足りないとか……言わないで。毎日お見舞いに来てくれる優しい人なんだから……」

　騒いでいる唯人の友達に声をかけて、静かにするように言っているのも、消灯時間が過ぎたら帰るように促すのも全て今の彼女だった。同じ思いをしないように。そう願いを込める。唯人からの返事はもちろんない。もう一度貝原に背中を押される。

　カーテンの向こう側には、スーツを着た壮年の男の人が立っていた。ひよりを見つけると「大変失礼いたしました」と深々と頭を下げてきた。ひよりは小さく頭を下げる。そして今度こそ病室を後にした。

　病室を後にしたが、貝原は何も言わなかった。無言で背後に立たれて、先ほどとは別の恐怖を覚える。そしてそのままナースステーションにつくと、心配を表情に浮かべて有久が駆け寄ってきた。

「羽田さん！　大丈夫だった？」

「あ、は、はい」

「姿を見なかったから。もしかして勝山さんの所で捕まってるかもなんて話してて」

　そうだったのか。ひよりは貝原が来た理由をやっと理解した。心配してくれたのかと上を見上げると、苦笑いをした貝原と目が合った。

「先生が行ってくれてよかった。何もない？」

「あ、はい……」

　有久がよかったと胸を撫でおろしている。そんな会話をしていたら、いつの間にか貝原は居なくなっていた。時計をみると、午後の外来時間だった。

（お礼、言えなかった）

　帰ったら必ず伝えようと心に決めて、ひよりは午後の業務に取り掛かった。
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「あっ、んんっ、か、ず……」

　待って、と懇願する。しかし、背後からひよりを突き上げる貝原の腰の動きは、緩むどころか激しさを増した。ぐちゃぐちゃと卑猥な水音が寝室に響く。

「っつ！」

　ちくりとした痛みを背中に感じる。じゅっとわざと音を立てて肌を吸われた。もう何度目か分からないマーキング。そのたびに、貝原の嫉妬と独占欲を全身で感じた。背中にはもう数えきれない赤い花が咲いていることだろう。それを想像すると、腹の奥底がじくりとうずく。

「今、締まったね」

「や、んっ！」

　突き上げるように、中を圧迫される。貝原の陰茎が、ひよりのうずく場所を的確に攻め立てる。動きに合わせて嬌声をあげると、連動して中がきゅうきゅうと締まった。恥ずかしくなるほどの感じてしまっている。貝原もそれを分かっているのか、ひよりの静止を完全に無視していた。

　貝原が帰宅したのは、二十一時過ぎだった。おかえりなさい、と声をかけると、貝原は怒りを滲ませた視線をひよりに寄こした。びくりと体を震わせるひよりを、貝原はすぐに寝室に押し込めた。怒っていると分かったのは服を全部脱がされてからだった。かずくん、と恐る恐る名を呼ぶと、大きな体に包まれた。

「色々言いたいことはあるけど」

　まずは、俺を受け止めて。

　そう告げられてからどのくらい時間が経っただろうか。普段の優しいセックスとは全く違う荒々しい抱き方だった。けれども、ひよりは何一つ嫌ではなかった。ひよりに触れる手や唇はいつもと同じように、優しい。そして、いつもより多く愛を囁かれた。

「かず、くん」

　荒い息のまま名を呼ぶことは少々苦しかった。けれども、ひよりにはどうしても伝えなければいけないことがあった。

「すき」

　何度も突かれ、絶頂を迎えながらも、ひよりは貝原への愛を口にした。

「あい、してるの」

　一生かけて幸せにすると、呪いの元凶に宣言してくれた貝原に、愛しさしかなかった。弱くて、ダメな自分を認めて側に置いてくれた。そんな彼の隣で笑っていたかった。

「かずくん」

　もう一度、名を呼ぶ。

「ひより」

　穏やかな声。緩む口元。ひよりは自然と笑顔になる。もう一度、愛していると告げると、激しくひよりを攻め立てていた動きが急に止まった。

「かずくん？」

「あ～～！　だめだ！」

「ダメ？　どうしたの？」

「そうやって笑われると怒れない！　本当は言いたいことがたくさんある！　でも……」

　ひよりが笑ってくれるなら、いいか。そう言って、貝原が目尻に唇を落としてきた。

「わたしも、かずくんが笑っててくれたなら、嬉しい」

　二人で笑いあった後、もう唇を重ねる。触れるだけの唇は、そのうち深さを増し、ひよりはまた快楽の海に沈んでいった。










７　君が笑っていてくれたら











　教会から出てくる二人を祝福する花びらが空に舞う。真っ青な空と、色とりどりの花びらが重なり、絵画のような風景が浮かんでいた。目の前を歩く有久に、ひよりは祝福を口にした。

「ありがとう」

　そう微笑む有久は、この世で一番美しいと言っても過言ではない。スレンダーな体によく似合う、マーメイドドレスは、彼女の美しさを何倍にも引き立てていた。隣に並ぶ新郎も負けず劣らず、素敵な人だった。つまり、美男美女。お似合いの二人だった。

「綺麗……」

　ぽつりと呟けば、隣にいた一久が腰をかがめてくる。

「ひよりもきれいだよ」

　そう耳元で囁かれた。ひよりは慌てて一久から距離を取る。

「ちょ、かずくん！」

「だって本当のことだから」

　俺が選んだ服を着せるっていいな。恥ずかしげもなく堂々と言われるものだから、ひよりは恥ずかしさを通り越して呆れてしまった。今日ひよりが身に着けているドレスは、貝原と選びに行ったものだ。持っているものですまそうとしていたが、貝原がそれを許さなかった。再度二人で行ったお笑いライブの帰り道に、百貨店に連れ込まれた。ベージュのレースドレス。体にフィットするラインのドレスだったため、ひよりは大いに抵抗した。しかし、店員と貝原の押しに負けてしまった。もちろん会計も貝原だ。

「ひよりはすごくスタイルがいいから。隠すのはもったいない」

「だからって……」

「だけど、着るのは俺がいるときだけね」

　ここでも見せる、独占欲に胸を高鳴らせた。腕のいい医者だが、案外子供っぽいところがある。それを知ってから、ひよりはますます貝原に夢中になってしまった。

「それはそうと、花嫁さん、本当にきれいですね……」

「俺はいつでも花嫁を迎える準備、ばっちりだから」

「え！」

　ひよりは驚き、振り返る。そこには、いたずらが成功した少年のように笑う貝原。またからかわれたと、一久の腕を叩く。

「いって」

「痛くないでしょう！　また、からかって」

「からかってなんてないよ」

　ひよりはもう一度、腕を叩く。ぱしん、思いのほかいい音が出た。ひよりは思わず吹き出してしまった。

「やだ、いい音。ごめんなさい」

　あはは、と声をあげて笑う。最近、笑うことに違和感が無くなってきた。ひよりが笑うたび、貝原は嬉しそうに口元を緩めるのだ。優しさと慈しみを含んだその表情がひよりはとても好きだった。

「君が笑っていてくれたら……これ以上幸せなことはないな」

「うん……私も、です」

　二人で微笑みあう。もう、呪いにおびえることもない。ひよりは、愛される喜びを全身で感じていた。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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